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資
料
紹
介
　
猪
瀨 

弘
之
少
尉
が
遺
し
た
軍
事
郵
便

八
巻
　
聡

は
じ
め
に

　

平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
二
月
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄
戦
に
於
い

て
特
攻
戦
死
さ
れ
た
猪
瀨 
弘
之
少
尉
（
戦
死
後
の
階
級
。
以
下
、
猪
瀨
少
尉

と
称
す
る
）
の
遺
品
が
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

遺
品
は
特
攻
隊
員
と
し
て
征
く
前
に
遺
し
た
遺
書
や
所
持
品
に
限
ら
ず
、
航

空
の
道
に
進
み
訓
練
を
受
け
て
い
た
頃
の
も
の
、
そ
れ
以
前
の
学
生
時
代
や
幼

少
期
の
も
の
な
ど
幅
広
い
時
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
猪
瀨
少
尉
自
身
の
も
の
で
は
な
い
が
、
家
族
の
間
で
や
り
と
り
し

た
葉
書
や
同
隊
の
遺
族
や
交
流
を
持
っ
た
方
々
か
ら
の
手
紙
も
含
ま
れ
て
お

り
、
第
三
者
か
ら
の
視
点
で
特
攻
隊
員
の
人
物
像
や
立
ち
振
る
舞
い
、
受
け
入

れ
側
の
有
り
様
を
検
証
で
き
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　

沖
縄
戦
で
一
〇
三
六
名
の
陸
軍
の
特
攻
隊
員
が
戦
死
し
、
当
館
に
は
約

八
千
五
百
点
の
特
攻
隊
員
に
関
す
る
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
一
人
の
隊
員

で
幼
少
期
か
ら
戦
死
す
る
ま
で
、
そ
し
て
そ
の
周
囲
の
人
々
が
交
わ
し
た
記
録

ま
で
も
が
残
さ
れ
て
い
る
隊
員
は
極
め
て
少
な
い
。

　

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
三
月
二
十
六
日
～
五
月
三
十
一
日
、
猪
瀨
少

尉
を
紹
介
す
る
「
生
い
立
ち
か
ら
特
攻
ま
で
の
記
録　

～
最
期
ま
で
綴
っ
た
家

族
へ
の
便
り
～
」
の
企
画
展
を
開
催
し
た
。

　

そ
の
際
、
両
親
・
姉
宛
て
の
遺
書
が
同
時
期
に
三
通
（
手
紙
７
、８
、９
）
も

書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
他
に
も
、
軍
用
葉
書
（
葉
書
42
、
43
、

44
）
で
あ
り
な
が
ら
切
手
を
貼
っ
て
普
通
郵
便
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
、

出
撃
間
際
に
走
り
書
き
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
葉
書
（
葉
書
47
）
は
宛
先
・
宛
名
が

未
記
入
に
も
拘
わ
ら
ず
遺
族
の
も
と
に
届
い
て
い
る
な
ど
、
何
故
こ
れ
だ
け
の

も
の
を
書
い
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
軍
事
郵
便
が
出
せ
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど

の
よ
う
に
し
て
遺
品
は
届
け
ら
れ
た
の
か
関
心
を
持
っ
た
。

　

ま
た
、
葉
書
を
時
系
列
に
並
べ
る
と
飛
行
兵
の
歩
み
を
始
め
る
前
か
ら
特
攻

で
戦
死
す
る
ま
で
の
ほ
ぼ
全
期
間
の
も
の
が
残
っ
て
お
り
、
今
後
、
調
査
を
進

め
て
い
け
ば
当
時
の
郵
便
事
情
、
軍
事
郵
便
の
役
割
や
検
閲
の
実
状
、
送
り
手

の
心
理
状
態
な
ど
を
明
ら
か
に
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

軍
事
郵
便
の
先
行
研
究
と
し
て
、
新
井 

勝
紘
氏
（
二
〇
〇
六
年
﹃
軍
事
郵

便
の
基
礎
的
研
究
（
序
）﹄
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
）、
財
満 

幸
恵

氏
（
二
〇
一
〇
年
﹃
戦
中
の
軍
事
郵
便
と
そ
の
検
閲
に
つ
い
て
﹄
昭
和
の
く
ら

し
研
究
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

先
行
す
る
研
究
に
よ
り
、
軍
事
郵
便
の
制
度
が
明
ら
か
に
な
り
、
事
例
も
あ

げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
戦
時
中
に
出
さ
れ
た
膨
大
な
軍
事
郵
便
の
数
か
ら
す
れ

ば
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
新
井
氏
も
「
実
例
報
告

が
不
足
し
て
い
る
」「
質
量
と
も
に
軍
事
郵
便
の
基
礎
的
研
究
が
不
足
し
て
い

る
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
（
同
書
六
九
頁
）。

　

当
館
で
は
、
遺
書
・
手
紙
の
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
が

い
つ
ど
こ
で
書
か
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
届
け
ら
れ
た
の
か
、
郵
便
物
と
し
て

の
視
点
が
欠
け
て
い
た
。

　

猪
瀨
少
尉
は
昭
和
二
十
年
三
月
に
特
攻
隊
員
と
な
り
、死
と
対
峙
し
な
が
ら
、

出
撃
基
地
に
前
進
す
る
途
中
、
出
撃
の
直
前
ま
で
手
紙
を
書
き
残
し
て
い
る
。

そ
の
手
紙
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
か
、
多
角
的
な
検
証
が

必
要
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
猪
瀨
少
尉
の
遺
品
の
中
か
ら
軍
事
郵
便
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
資
料

紹
介
を
行
う
。
こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
軍
事
郵
便
の
研
究
が
進
展
し
、
歴
史
資

料
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
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一
．
猪
瀨
家

　

猪
瀨 
源
助
・
ひ
な
は
六
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
る
が
、
長
女
の
光
代
、
四
女

の
眞
佐
子
、
次
男
の
光
弘
は
幼
少
期
に
亡
く
な
り
、
成
人
ま
で
達
し
た
の
は
次

女
の
和
世
、
三
女
の
榮
子
、
長
男
の
弘
之
で
あ
っ
た
。

　

和
世
は
宮
城
県
の
後
藤
家
に
嫁
ぐ
も
昭
和
十
九
年
二
月
に
病
没
し
て
し
ま

う
。
弘
之
は
長
男
と
し
て
猪
瀨
家
を
継
ぐ
べ
き
立
場
と
し
て
幼
少
期
か
ら
期
待

さ
れ
て
育
て
ら
れ
る
も
昭
和
十
八
年
十
月
に
航
空
の
道
に
進
み
、
一
年
半
後
の

昭
和
二
十
年
四
月
、
特
攻
隊
員
と
し
て
出
撃
し
、
戦
死
す
る
。

　

父
親
の
名
前
は
戸
籍
で
は
源
助
だ
が
、
手
紙
・
葉
書
の
宛
名
に
は
別
名
の
光

哉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

二
．
猪
瀨　

弘
之
の
経
歴

　

猪
瀨
少
尉
は
大
正
十
四
年
十
一
月
四
日
に
誕
生
し
、
幼
年
期
か
ら
青
年
期
ま

で
を
東
京
市
滝
野
川
区
（
現
在
の
東
京
都
北
区
）
で
過
ご
す
。

　

本
郷
中
学
校
卒
業
後
は
大
学
へ
の
進
学
、
就
職
も
考
え
る
が
逓
信
省
の
航
空

機
乗
員
養
成
所
へ
進
路
を
進
め
た
。

　

昭
和
十
八
年
十
月
、
印
旛
地
方
航
空
機
乗
員
養
成
所
に
入
所
し
地
上
準
備
教

育
を
受
け
、
昭
和
十
九
年
四
月
か
ら
は
仙
台
陸
軍
飛
行
学
校 

霞
目
分
教
所
で

基
本
操
縦
教
育
を
受
け
、
操
縦
士
の
免
許
を
取
得
。
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
軍
に

編
入
さ
れ
第
三
十
教
育
飛
行
隊
に
配
属
さ
れ
た
。

　

軍
の
教
育
飛
行
隊
で
敵
地
へ
の
超
低
空
爆
撃
、
急
降
下
爆
撃
を
任
務
と
す
る

襲
撃
機
を
操
り
、
戦
闘
要
員
と
し
て
の
訓
練
を
積
ん
だ
。

　

満
州
で
錬
成
教
育
を
し
て
い
る
中
、
と
号
要
員
（
特
攻
隊
員
）
と
な
り
、
昭

和
二
十
年
四
月
十
二
日
、
鹿
児
島
県
の
万
世
飛
行
場
か
ら
出
撃
し
沖
縄
周
辺
洋

上
で
戦
死
し
た
。

地図１　猪瀨　弘之少尉関連の地

写真１　�第23教育飛行隊時代
　　　　�右胸の下には操縦徽章が付けられてい

る。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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表１�猪瀨　弘之の生涯

日　　付 出　来　事 備　　考

大正１４年
（１９２５年） １１月4日 誕生

（本籍地：栃木県下都賀郡穂積村大字石ノ上）

昭和１３年
（１９３８年） ４月 本郷中学校　入学

昭和１８年
（１９４３年）

3月5日 本郷中学校　卒業

１0月２0日 印旛地方航空機乗員養成所　入所
（第１４期操縦生徒） 地上準備教育

滑空機による訓練

昭和１９年
（１９４４年）

３月下旬 仙台地方航空機乗員養成所へ転属

4月1日

仙台陸軍飛行学校　霞目分教所で訓練（仙台、印旛、
古河、新潟、京都、米子、岡山、熊本、都城の第１４
期操縦生が、法改正により、仙台、岡山、筑後、都
城に併設された陸軍飛行学校教育隊にて、航空局陸
軍委託生徒として教育を受ける）

基本操縦教育
・９５式１型中等練習機
・９９式高等練習機

7月２１日

仙台地方航空機乗員養成所　卒業

二等操縦士の免許を取得
兵役解除されるはずだったが満期除隊後、即、現役
に編入される。

同日、陸軍予備生徒として仙台陸軍飛行学校に入校
同日、乙種予備候補生に採用
同日、上等兵の階級を與えられる

７月下旬 第３0教育飛行隊（西部第１0４部隊）　配属
（熊本県　菊池飛行場） 基本戦技教育

・９９式襲撃機
１１月下旬 第３0教育飛行隊　実用機課程　修了

（熊本県　菊池飛行場）

１２月初旬 第２３教育飛行隊（第１５３５３部隊）　配属
（満州国　平台飛行場） 錬成教育

・９９式襲撃機

昭和２0年
（１９４５年）

3月8日 と号要員（特攻隊員）に選ばれる

4月2日 満州国　平台飛行場を出発

４月２日
～１１日

奉天→平壌→大邱→目達原飛行場（佐賀県）に前進
（目達原には４月７日～１１日まで滞在し、西往寺に
宿泊）
４月５日に第６航空軍の指揮下に入り第１0２振武隊
となる

4月１１日 目達原飛行場から万世飛行場（鹿児島県）に前進（飛
龍荘に宿泊）

4月１２日 万世飛行場から出撃（午前１１時４0分）し、沖縄周辺
洋上で特攻戦死（１９歳）
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三
．
第
百
二
振
武
隊
（
第
一
降
魔
隊
）

　

昭
和
二
十
年
三
月
、
天
号
作
戦
に
向
け
て
第
二
次
編
成
さ
れ
た
六
十
九
隊
の

う
ち
の
一
隊
で
あ
る
。
第
二
航
空
軍
が
編
成
担
任
と
な
り
、
と
号
第
百
二
隊
～

百
九
隊
の
八
隊
が
編
成
さ
れ
、
軍
司
令
官 

山
田 

乙
三
大
将
に
よ
り
第
一
～
八

降
魔
隊
と
命
名
さ
れ
た
。

　

第
一
降
魔
隊
（
と
号
第
百
二
隊
）、
第
二
降
魔
隊
（
と
号
第
百
三
隊
）、
第
三

降
魔
隊
（
と
号
第
百
四
隊
）
は
平
台
飛
行
場
で
錬
成
教
育
を
行
っ
て
い
た
第

二
十
三
教
育
飛
行
隊
の
教
官
・
助
教
・
生
徒
か
ら
編
成
さ
れ
た
。

　

第
一
降
魔
隊
は
天
野 

重
明
少
尉
を
隊
長
と
す
る
総
勢
十
五
名
で
飛
行
機
は

九
九
式
襲
撃
機
で
あ
っ
た
。

　

四
月
五
日
に
第
六
航
空
軍
の
指
揮
下
に
入
り
第
百
二
振
武
隊
と
名
称
が
変

わ
っ
た
が
、
隊
員
た
ち
は
最
期
ま
で
第
一
降
魔
隊
を
使
っ
て
い
た
。

　

四
月
十
一
日
～

十
二
日
に
か
け
万
世

飛
行
場
に
前
進
し
、

最
大
規
模
の
攻
撃
と

な
っ
た
第
二
次
航
空

総
攻
撃
に
参
加
し

た
。

四
．
遺
品
と
し
て
保
管
さ
れ
て
き
た
軍
事
郵
便

　

特
攻
戦
死
し
た
猪
瀨
少
尉
の
遺
品
は
寄
贈
者
の
手
紙
に
よ
る
と
、
本
人
が
身

の
そ
ば
に
お
い
て
使
用
し
て
い
た
も
の
、
匂
い
が
残
る
貴
重
な
品
々
と
し
て
、

そ
れ
こ
そ
本
人
そ
の
も
の
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。

　

長
男
を
失
っ
た
父
親
は
、
遺
品
を
猪
瀨
家
の
宝
物
と
し
て
整
理
し
、
桐
の
箱

に
丁
寧
に
仕
舞
っ
て
保
管
し
て
い
た
。
そ
れ
を
愛
し
む
様
子
を
寄
贈
者
は
目
に

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
所
持
品
を
始
め
、
八
十
七
点
の
葉
書
、
十
四
点
の
手
紙

が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

　

葉
書
は
未
使
用
の
も
の
や
家
族
間
で
や
り
取
り
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
半
数

以
上
は
猪
瀨
少
尉
が
家
族
に
送
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
遺
書
と
し
て
書
か
れ
た

手
紙
は
封
筒
と
便
箋
が
別
に
さ
れ
、何
通
も
一
緒
に
ま
と
め
て
綴
ら
れ
て
い
た
。

　

目
達
原
で
交
流
を
持
っ
た
地
元
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
手
紙
も
あ
り
、
隊

員
の
様
子
や
言
動
、
も
て
な
し
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
も
遺
族
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
情
報
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

猪
瀨
少
尉
に
関
す
る
葉
書
・
手
紙
を
一
覧
に
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
。

　

こ
の
中
に
は
他
者
が
書
い
た
関
連
の

深
い
葉
書
・
手
紙
も
含
め
て
あ
る
。

　

封
筒
が
な
く
便
箋
だ
け
と
な
っ
て
い

る
手
紙
、
消
印
の
な
い
軍
用
葉
書
は
内

容
の
精
査
と
猪
瀨
少
尉
の
経
歴
、
日
付

が
判
明
し
て
い
る
葉
書
文
面
と
の
比
較

検
証
に
よ
り
書
か
れ
た
時
期
を
推
測

し
、
表
に
含
め
た
。

　

な
お
、
区
市
町
村
名
の
後
ろ
の
住
居

表
記
は
筆
者
の
判
断
で
伏
せ
、
写
真
に

つ
い
て
は
画
像
処
理
を
行
っ
た
。

写真２　木箱に納められていた遺品

表２�第１０２振武隊（第１降魔隊）

氏　　名 出 身 期 状　況 出撃地 
（出撃日）

天野 重明少尉 幹候7期 特攻戦死 万世（4/１２）
小松 啓一少尉 特操1期 特攻戦死 万世（4/１２）
竹腰 肇少尉 特操2期
安部 静彦少尉 特操2期 特攻戦死 万世（4/１２）
佐藤 勲曹長 航養8期 特攻戦死 万世（4/１２）
横山 庫次軍曹 航養１４期 殉職
猪瀨 弘之軍曹 航養１４期 特攻戦死 万世（4/１２）
原田 甲子伍長 航養１４期 特攻戦死 万世（4/１２）
中島 昭造伍長 少飛１４期 特攻戦死 万世（4/１２）
一木 寅彦伍長 少飛１５期 特攻戦死 万世（4/１２）
瀧本 恵之助伍長 少飛１４期
山口 知三郎伍長 少飛１４期 特攻戦死 万世（4/２８）
小関 真二伍長 航養１４期 特攻戦死 万世（4/１２）
福浦 忠正伍長 少飛１５期 特攻戦死 万世（4/１２）
金澤 富士雄伍長 少飛１４期 特攻戦死 万世（4/１２）

※階級は出撃時

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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表３　猪瀨少尉に関する葉書・手紙一覧（１）
【 葉 書 】

番号 日　付 差出人・住所 受取人・住所 備考

葉書１ 昭和１８年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
１月１８日（消印） 滝野川区 仙台市

葉書２
昭和１８年 猪瀨 弘之

東京市滝野川区
後藤 和世
宮城懸仙台市２月５日（消印）

２月４日（表書）

葉書３ 昭和１８年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
２月２6日（消印） 東京都滝野川区 宮城縣仙台市

葉書４
昭和１８年 猪瀨 和世

滝野川区
猪瀨 光哉
仙台市 速達３月２7日（消印）

３月２7日（表書）

葉書５ 昭和１８年 後藤 和世 猪瀨 光哉
４月２２日（消印） 東京市滝野川区 猪瀨方 宮城縣仙台市

葉書６ 昭和１８年 後藤 和世 猪瀨 光哉
５月２7日（消印） 東京市滝野川区 イノセ方 宮城縣仙台市

葉書７
昭和１８年 猪瀨 弘之

都内滝野川区
猪瀨 光哉
宮城縣仙台市 速達１0月２日（消印）

１0月２日（表書）

葉書8 昭和１８年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
１0月１８日（消印） 滝野川区 宮城縣仙台市

葉書9
昭和１８年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
１0月２３日（消印） 千葉縣木下局私書箱二号 宮城縣仙台市
１0月２１日（表書） 第十四区隊一班

葉書１0
昭和１８年 猪瀨 弘之 猪瀨 ひな

東京都滝野川区１0月２３日（消印） 千葉縣木下局私書箱二号
１0月２１日（表書） 第十四区隊一班

葉書１１ 昭和１８年
１２月３日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区千葉県木下局私書箱二号

第十四区隊

葉書１２ 昭和１８年
１２月１１日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区千葉県木下局私書箱二号

第十四区隊

葉書１３ 昭和１９年
１月３～４日（推測）

猪瀨 弘之
滝野川区

猪瀨 ひな 正月休暇で
帰省中に発信宮城県仙台市

後藤 幸次郎様方

葉書１４
昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉

東京都滝野川区１月７日（消印） 千葉縣木下局私書箱二号
１月５日（表書） 第十四区隊

葉書１５
昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉

東京都滝野川区１月8日（消印） 千葉縣木下局私書箱二号
１月６日（表書） 第十四区隊

葉書１6 昭和１９年
１月１８日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区千葉縣木下局私書箱二号

第十四区隊

葉書１7 昭和１９年
１月２３日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区千葉縣木下局私書箱二号

第十四区隊

葉書１８ 昭和１９年
１月２４日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区 速達千葉県木下局私書箱二号

第十四区隊

葉書１９ 昭和１９年
２月１日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 ひな
東京都滝野川区千葉県木下局私書箱二号

第十四区隊

葉書２0 昭和１９年
２月２４日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
東京都滝野川区千葉県木下局私書箱二号

第十四期操縦生



知覧特攻平和会館紀要　第２号

－34－

表３　猪瀨少尉に関する葉書・手紙一覧（２）
【 葉 書 】

番号 日　付 差出人・住所 受取人・住所 備考

葉書２１ 昭和１９年
３月３１日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区仙台市仙台養成所

第十四区隊第一区隊第一班

葉書２２ 昭和１９年
４月１２日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 ひな
東京都滝野川区仙台市霞目仙台陸軍飛行学校

仙台分教所第一区隊

葉書２３ 昭和１９年
５月１１日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
東京都滝野川区

検閲の墨塗り
あり仙台市霞目陸軍飛行学校

仙台分教所第一区隊

葉書２４ 昭和１９年
５月３0日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区 速達仙台陸軍飛行学校

仙台分教所第一区隊

葉書２５ 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
６月１0日（消印） 仙台市 東京都滝野川区

葉書２6 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
６月２５日（消印） 仙台市 東京都滝野川区

葉書２7 昭和１９年
７月６日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区 速達仙台陸軍飛行学校

仙台分教所第二区隊

葉書２８ 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
７月３0日（消印） 熊本縣熊本市驛前　惣進館内 東京都滝野川区

葉書２９ 昭和１９年
8月２日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区熊本縣菊池郡泗水村

西部百四部隊松下隊

葉書３0 昭和１９年
8月３0日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
東京都滝野川区熊本縣菊池郡泗水村

西部百四部隊松下隊

葉書３１ 昭和１９年
9月8日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
東京都滝野川区熊本縣菊池郡泗水村

西部百四部隊松下隊

葉書３２ 昭和１９年
１0月５日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
東京都滝野川区熊本縣菊池郡泗水村

西部百四部隊松下隊

葉書３３ 昭和１９年 川島 武男（猪瀨 弘之） 猪瀨 光哉
１0月１１日（推測） 熊本県熊本市川崎町 東京都滝野川区

葉書３４ 昭和１９年
１１月１日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
東京都滝野川区熊本縣菊池郡泗水村

西部百四部隊松下隊

葉書３５ 昭和１９年
１１月２１日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区熊本県菊池郡泗水村

西部百四部隊松下隊

葉書３6 昭和２0年
１月初旬（推測）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区 一 連 の 内 容 を

２ 枚 に 分 け て
書いている

満洲国龍江省鎭東郵政局気付
第１５３５３部隊 笠村隊

葉書３7 昭和２0年
１月初旬（推測）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区満洲国龍江省鎭東郵政局気付

第１５３５３部隊 笠村隊

葉書３８ 昭和２0年
１月（推測）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区満洲国龍江省鎭東郵政局気付

第１５３５３部隊 笠村隊

葉書３９ 昭和２0年
１月（推測）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
満洲国龍江省鎭東郵政局気付 大日本帝國
第１５３５３部隊 笠村隊 東京都滝野川区
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表３　猪瀨少尉に関する葉書・手紙一覧（３）
【 葉 書 】

番号 日　付 差出人・住所 受取人・住所 備考

葉書４0 昭和２0年
１～３月（推測）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
満洲国龍江省鎭東郵政局気付 大日本帝國
第１５３５３部隊 笠村隊 東京都滝野川区

葉書４１ 昭和２0年
１～３月（推測）

猪瀨 弘之 猪瀨 榮子
東京都滝野川区満洲国龍江省鎭東郵政局気付

第１５３５３部隊 笠村隊

葉書４２ 昭和２0年
４月１１日（消印）

猪瀨 弘之 辺見 よね
佐賀県神埼郡東脊振村横田 東京都淀橋区
西往寺内 大木兼吉様方

葉書４３ 昭和２0年
４月１１日（消印）

猪瀨 弘之 中山 次郎
東京都滝野川区佐賀県神埼郡東脊振村横田

西往寺

葉書４４ 昭和２0年
４月１２日（消印）

猪瀨 弘之 辺見 米
佐賀県神埼郡東脊振村横田 東京都淀橋区
西往寺内 大木兼吉様方

葉書４５ 昭和２0年
４月１２日（消印）

猪瀨 弘之 中山 次郎
東京都滝野川区佐賀県神埼郡東脊振村横田

西往寺内

葉書４6 昭和２0年
４月１２日（消印）

猪瀨 弘之 猪瀨 光哉
東京都滝野川区鹿児島県川辺郡加世田町

飛龍荘内

葉書４7 昭和２0年 無記名 無記名４月１２日（裏面）

【 手 紙 】
番号 日　付 差出人・住所 受取人・住所 備考

手紙１ 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉５月２５日頃（推測） ※親友に頼んで渡す旨の記述有り

手紙２ 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉？ 封筒なし9月下旬（推測） ※封筒がないため不明

手紙３ 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 榮子 封筒なし１0月中下旬（推測） ※封筒がないため不明

手紙４ 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 榮子 封筒なし１１月１0日頃（推測） ※封筒がないため不明

手紙５ 昭和１９年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉 封筒なし１２月初旬（推測） ※封筒がないため不明

手紙６ 昭和２0年
１～３月（推測）

猪瀨 弘之
猪瀨 光哉満州国龍江省鎭東郵政局気付

第１５３５３部隊 笠村隊

手紙７ 昭和２0年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉/猪瀨 ひな/猪瀨 榮子 遺書４月７日（文面）

手紙8 昭和２0年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉/猪瀨 ひな/猪瀨 榮子 遺書４月１0日（文面）

手紙9 昭和２0年 猪瀨 弘之 猪瀨 光哉/猪瀨 ひな/猪瀨 榮子 遺書４月１0日（文面）

手紙１0 昭和２0年 南　スガ 猪瀨 榮子 目達原
４月２４日（消印） 佐賀縣神埼郡東脊振村字横田西往寺 東京都滝野川区 関係者

手紙１１ 昭和２0年 安部　千代乃 猪瀨 源助 目達原
４月２５日（消印） 福岡縣八幡市 栃木縣下都穂積村大字石之上 関係者

手紙１２ 昭和２0年 中村　常一 猪瀨 源助 目達原
４月２7日（消印） 佐賀縣神埼郡東脊振村 東京都滝野川区 関係者

手紙１３ 昭和２0年 甲　初枝 猪瀨 榮子 目達原
１0月１２日（消印） 佐賀縣神埼郡東脊振村 東京都滝野川区 関係者
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自
分
も
少
し
は
馴
れ
て
く
る
事
と
存
じ
ま
す
。
で
は
御
身
体
に
気

を
つ
け
ら
れ
て
御
元
気
で
御
暮
し
下
さ
い　

エ
コ
チ
ャ
ン
に
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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写真５　葉書21

写真６　葉書22

拜
啓　

無
事
仙
台
に
着
き
ま
し
た
。
空
は
晴
れ
て
い
る
の
に
雪
が

降
る
と
云
ふ
様
子
で
は
る
ば
る
東
北
に
来
た
と
云
ふ
感
が
致
し

ま
す
。
来
て
、
五
日
も
う
大
分
仙
台
の
空
気
に
も
馴
れ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
何
時
仙
台
へ
御
出
で
す
か
。
萬
年
筆
の
事
で
す
が

金
ペ
ン
は
此
方
に
有
り
ま
し
た
か
ら
後
の
は
ゆ
っ
く
り
で
結
構
で
す
。

箸
箱
も
ゆ
っ
く
り
で
良
い
で
す
。
旗
等
は
、
七
月
の
時
で
良
い
で
す
か
ら

家
に
置
い
て
ヽ
下
さ
い
。
昌
チ
ャ
ン
は
古
河
と
思
ひ
ま
す
。
し
っ
か
り

や
る
様
に
傳
へ
て
下
さ
い
。
仙
台
は
相
変
ら
ず
風
が
強
い
で
す
。

座
王
の
連
山
は
ま
だ
雪
で
す
。
岡
山
は
花
吹
雪
で
せ
う
が
此
處

は
本
物
の
吹
雪
で
す
。
戰
友
は
幸
に
印
旛
の
併
も
モ
ト
同
じ
一
班
の

者
で
、
自
習
室
の
机
が
隣
同
志
だ
っ
た
者
で
す
。
寒
い
の
も
後
一
月
だ
そ
う

で
す
。
あ
っ
と
云
ふ
間
に
楽
し
い
春
が
来
ま
す
。
で
は
皆
様
御
身
体
に
気
を
つ
け
て

御
元
気
で
暮
し
て
下
さ
い
。
コ
チ
ラ
の
居
所
が
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
か
ら
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
出
し
ま
す
。

拜
啓　

暫
く
御
便
り
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
元
気
で
演
習
を
や
っ
て
居
り

ま
す
故
御
安
心
下
さ
い
。
仙
台
も
来
た
時
よ
り
か
大
変
暖
か
く
な
り
桜

も
大
分
、
芽
を
ふ
き
出
し
て
居
り
ま
す
。
山
の
雪
も
だ
ん
だ
ん
消
へ
て
参
り

ま
し
た
飛
行
機
で
海
岸
線
を
飛
ん
で
居
り
ま
す
が
と
て
も
美
く
し
く
て

松
島
も
遠
く
に
見
え
ま
す
。
薬
師
堂
も
そ
れ
か
ら
和
チ
ャ
ン
の
家
も

は
っ
き
り
見
え
ま
し
た
。
と
て
も
小
さ
く
見
え
ま
す
。
演
習
が
有
る
と
日
の
た
つ
の

が
と
て
も
早
く
今
日
は
本
科
生
が
入
所
し
て
来
ま
し
た
昌
チ
ャ
ン
も
入
校
し

た
か
と
思
ひ
ま
す
若
し
住
所
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

岡
山
の
連
中
か
ら
便
り
が
有
り
ま
し
た
が
ど
う
や
ら
仙
台
に
選
ら
ば
れ
て
良
か
っ

た
様
で
す
。
四
ヶ
月
位
あ
っ
と
思
ふ
間
に
過
ぎ
て
此
度
は
す
ぐ
南
方

行
き
で
す　

福
井
さ
ん
の
家
に
も
出
し
た
い
の
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
傳
へ
て
い
て
下
さ
い

今
は
此
處
に
来
て
初
め
て
の
自
由
時
間
と
し
て
許
さ
れ
ま
し
た　

皆
ペン
を
走
ら
せ
て
居
り
ま
す
。

で
は
皆
様
御
元
気
で
御
暮
し
下
さ
い　
　

啓
具

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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写真７　葉書29

写真８　葉書30

前
略

海
一
つ
へ
だ
っ
た
九
州
か
ら
御
便
り
し
ま
す
。

本
日
無
事
入
隊
致
し
ま
し
た
。
今
迄
の
者

達
と
一
諸
（
緒
）
で
す
。
仙
台
よ
り
美
し
い
所
で
す
。

で
は
、
又
元
気
で
張
り
切
り
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ

し
く
。
御
身
体
に
気
を
つ
け
ら
れ
御
元
気
で

御
暮
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

拜
啓　

御
便
り
昨
日
有
難
く
拜
見
致
し
ま
し
た

敵
機
が
来
ま
し
た
が
自
分
は
元
気
で
す
か
ら
安
心
し

て
下
さ
い
。
姉
さ
ん
が
四
国
の
途
中
で
逢
っ
た
時
は

眼
を
光
ら
せ
な
が
ら
空
を
見
上
げ
て
居
り
ま
し
た
。
今
後

も
毎
日
の
様
に
来
る
事
で
せ
う
。
昌
一
君
無
事
入
隊

の
様
子
、
も
う
馴
れ
た
事
と
思
ふ
の
で
便
り
を
出
そ
う
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。
東
京
も
暑
い
の
で
せ
う
。
此
處
も

暑
い
で
す
。
其
の
中
で
一
日
一
日
毎
に
磨
か
れ
て
参
り
ま
す

で
は
十
二
分
に
御
身
体
に
気
を
つ
け
ら
れ
て
、
自
分
の
分
迄
頼
み

ま
す
。
便
り
を
澤
山
下
さ
い　

で
は
又　
　
　
　
　
　

左
様
奈
良

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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写真９　葉書32

写真10　葉書34

前
略　

御
便
り
本
日
入
手
確
か
に
戴
き
ま
し
た
。
姉
上
の

名
文
で
近
所
隣
組
の
様
子
が
わ
か
り
、
目
に
浮
ん
で
来
る

様
な
気
が
致
し
ま
し
た　

今
月
も
明
日
で
終
り
本
當
に
早
い

も
の
で
す
。
昌
一
君
か
ら
便
り
一
度
戴
き
ま
し
た
が
相
当
張

り
切
っ
て
居
る
様
子
。
日
中
も
大
分
涼
し
く
な
り
九
州
も

秋
の
色
が
濃
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た　

来
月
御
出
に
な
る
と
の
事

で
す
が
当
方
か
ら
知
ら
せ
る
迄
御
待
ち
下
さ
い
。
猫
が
一
匹
増

へ
た
と
の
事
、
一
度
見
た
い
事
で
す
が
見
る
迄
又
何
時
も
の

通
り
行
方
不
明
に
な
る
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
姉
上
相
変
わ
ら
ず

の
様
子
く
れ
ぐ
れ
も
十
二
分
に
御
自
愛
下
さ
い
。
で
は
又
時
々

便
り
を
下
さ
い
。
近
所
の
様
子
な
ど
書
い
て　

左
様
奈
良

拜
啓　

本
日
御
便
り
有
難
く
拜
見
致
し
ま
し
た
。

今
月
も
す
で
に
終
末
と
な
り
早
や
十
一
月
を
迎
へ
様
と
し

て
居
り
ま
す
。
朝
夕
は
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
が
日
中

は
矢
張
り
内
地
の
一
番
南
で
有
る
様
な
気
候
で
汗
ば

む
程
で
す
。
海
空
と
、
敵
の
攻
撃
が
行
な
は
れ
そ
れ
に
対

し
て
先
輩
、
同
輩
達
の
捨
身
の
攻
撃
に
今
も
猶
大
戦

果
が
上
っ
て
居
り
ま
す
。
我
々
も
そ
れ
に
備
へ
て
来
月
も

又
一
層
の
猛
訓
練
に
勵
み
ま
す
。
す
で
に
十
一
月
気
候

も
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
る
事
故　

新
し
い
御
仕
事
に
身
体
を

御
自
愛
し
て
御
暮
し
下
さ
い　

で
は
又　
　
　
　
　

啓
具

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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写真11　手紙４（１枚目）

写真12　手紙４（２枚目）

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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拜
啓

本
日
姉
上
か
ら
の
御
便
り
戴
き
ま
し
た
。

不
幸
に
も
「
少
飛
」
の
生
徒
が
不
時
着
、
亡
く
な
っ
た
の
で
、

な
く
な
り
が
っ
か
り
し
た
所　

久
方
振
り
の
手
紙
で
喜
ろ
こ
ん
だ
の
で
す
が
、・
・
・

養
成
所
の
時
の
様
に
あ
や
ふ
く
和
世
姉
さ
ん
の
二
の
舞
を
す
る
所
だ
っ
た
の
で
は
有

り
ま
せ
ん
か
。
姉
弟
三
人
の
所
即
に
一
人
を
失
ひ　

わ
ず
か
家
名
を
つ
ぐ
者
二
名
し

か
居
ら
ず
併
も
男
の
自
分
が
操
縦
者
と
し
て
家
を
出
て
い
る
現
在
、
ど
ん
な
に

家
の
事
を
考
え
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
度
々
の
事
故
で
自
分
の
生
涯
も
約
束
さ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
で
も
病
身
で
は
有
る
が
姉
さ
ん
が
一
人
家
に
残
っ
て
い
る
事
で
ど
ん
な

に
安
心
し
て
い
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
姉
上
が
病
重
く
な
っ
た
な
ら

外
地
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
た
か
が
海
一
つ
の
九
州
に
居
る
事
故
知
ら
せ
て
下
さ
れ
ば

す
ぐ
飛
ん
で
歸
へ
り
ま
す
。
か
へ
つ
て
知
ら
せ
て
下
さ
ら
ず
に
萬
一
の
事
が
有
っ
た
ら

嘆
き
は
二
重
の
事
で
す
。
今
迄
に
歸
へ
っ
た
者
二
人
居
る
位
現
在
区
隊
長

で
さ
へ
実
父
の
病
気
の
爲
歸
郷
し
て
居
ら
れ
ま
す
。
併
し
家
に
歸
へ
り
た
い
の

で
は
有
り
ま
せ
ん　

姉
弟
二
人
の
仲
で
は
無
理
も
な
い
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
。

併
し
幸
に
良
く
な
っ
た
か
ら
良
い
も
の
ヽ
・
・
・
此
ち
ら
で
は
何
も
知
ら
ず
に
毎
日

を
暮
し
て
い
る
の
で
す
。
此
の
次
か
ら
は
決
し
て
そ
ん
な
事
の
無
い
様
に
し
て
下
さ
い
。

姉
上
に
も
っ
と
強
く
生
き
て
も
ら
は
な
け
れ
ば
安
心
し
て
暮
せ
ま
せ
ん

自
分
は
残
念
な
が
ら
死
生
観
で
固
ま
っ
た
人
間
で
す　

自
分
の
行
ふ
べ
き
務
め

を
姉
上
に
ま
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て
其
の
爲
だ
け
で
も

な
く
。
丈
夫
で
な
い
自
分
で
さ
へ
が
速
度
の
す
ご
い
飛
行
機
に
半
日
中
乗
っ
て
い
る

の
で
す
。
食
物
だ
っ
て
、
丼
に
一
杯
併
し
病
気
一
つ
し
な
い
で
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
ま
す

い
く
ら
東
京
と
て
米
が
な
い
事
は
な
い
で
せ
う
。
父
上
が
居
ら
れ
る
の
で
す
か
ら

そ
ん
な
事
は
安
心
で
す
が
病
気
だ
け
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
事
だ
か
ら
、
決
し
て

病
に
負
け
な
い
様
に
し
っ
か
り
身
体
を
丈
夫
に
し
て
皆
さ
ん
暮
し
て
下
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
自
分
だ
っ
て
安
心
し
て
暮
せ
ま
す
。
今
か
ら
、
悔
い
て
も
仕
方
が

有
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
男
で
併
も
長
男
の
努
が
今
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

併
し
現
在
の
戰
局
を
考
へ
て
大
義
の
爲
に
我
慢
し
て
下
さ
い
。
次
々
に

戰
友
の
散
り
行
く
を
眼
前
に
見　

だ
ん
だ
ん
何
時
で
も
死
ね
る
様
な
人

間
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

明
日
、
事
故
有
り
た
る
爲
歸
京
す
る
友
達
が
居
る
の
で
そ
れ
に
頼
み

ま
し
た
。

先
月
卒
業
も
夢
と
な
り
今
猶
こ
う
や
っ
て
暮
し
て
居
り
ま
す

併
し
今
迄
と
は
違
ひ
修
業
者
で
な
く
一
人
前
と
し
て
他
の
組
と
は

違
ひ
の
教
育
を
受
け
て
居
り
ま
す
。
第
○
次
○
○
要
員
○
○
優
秀
者

・
・
・
一
寸
違
ふ
で
せ
う　

毎
日
毎
日
自
分
の
体
重
の
何
倍
か
の
Ｇ
ヲ
受

け
て
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
な
が
ら
併
も
元
気
で
暮
し
て
居
り
ま
す

朝
夕
急
に
冷
へ
て
寒
い
位
で
す　

九
州
が
こ
う
だ
か
ら
東
京

は
さ
ぞ
寒
い
事
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

先
日
東
京
が
空
襲
さ
れ
た
と
の
事
で
す
が
何
も
変
っ
た
事
は

な
い
で
せ
う
。
近
所
の
様
子
も
唯
オ
ク
ロ
サ
ン
？
が
鼻
を
髙

く
し
て
い
る
位
の
も
の
で
毎
日
平
和
の
事
と
思
ひ
ま
す

此
頃
じ
ゃ
な
く
、
毎
日
、
家
に
歸
へ
っ
た
夢
ば
か
り
、
だ
か
ら

必
ず
や
我
々
の
念
願
は
か
な
ふ
で
有
ら
う
と
信
じ
て
居
り
ま
す

昌
一
兄
が
南
に
行
く
と
の
事
、
そ
れ
は
何
か
の
間
違
ひ
だ
ら
う
と

思
ひ
ま
す
。
今
日
空
襲
が
有
り
ま
し
た
。
ノ
コ
ノ
コ
と
出
ま
し
た
が

不
幸
か
又
幸
か
知
り
ま
せ
ん
が
逢
は
ず
、
生
き
て
居
り
ま
す
。

東
京
食
物
は
ど
う
で
す
か　

熱
い
肉
ナ
ベ
か
何
か
を
喰
べ
た
い
も
の
で
す
ね

我
々
の
生
活
が
初
ま
っ
て
か
ら
一
年　

今
は
す
で
に　

印
旛
の
者
数
人
を

数
え
る
位　

自
分
の
所
で
は　

三
人　

し
か
居
り
ま
せ
ん
。

満
洲
の
者
は
大
分　

任
務
に
た
ほ
れ
た
様
子
、
仙
台
の
後
藤
教
官
も

又
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た　

八
月
頃
で
す
が
、・
・
・
我
々
の
所
も
、
す
で
に
×
名

で
も
、
養
、
出
身
の
者
は
一
人
も
な
く
元
気
で
す
。

今
月
で
終
り
で
せ
う
後
二
十
日
餘
で
す
。
一
家
そ
ろ
っ
て
、
楽
し
い

一
日
を
送
り
た
い
も
の
で
す
ね
。
何
も
書
く
事
は
な
い
の
で
す
が
一
筆
取

り
ま
し
た
。
直
接
任
地
に
行
く
様
な
事
も
な
い
で
せ
う
。

残
餘
の
日
数
、
注
意
し
て
元
気
で
暮
し
ま
す　

明
日
か
ら
夜
間
戰
闘

で
す
。
で
は
、
又
東
京
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く
、
古
河
の
勝
男
君
に
暇
が

有
っ
た
ら
出
し
て
下
さ
い
。
毎
日
の
様
に
し
て
ま
す
か
ら
、・
・
・

榎
本
の
部
隊
、
逢
っ
た
時
聞
い
て
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
誰
も
彼
も
勝
つ
爲

に
暮
し
て
居
り
ま
す　

豈
己
の
み
な
ら
ん
や
・
・
・
で
す
。

杉
本
家
に
よ
ろ
し
く
。

エ
ー
ト
も
う
書
く
事
な
い
か
な
・
・
・
で
は　

皆
様
寒
さ
の
中

御
元
気
で
暮
し
て
下
さ
い
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知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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拜
啓

生
れ
て
内
地
を
離
れ
た
事
の
な
い
自
分
が
愈
ゝ
懐
し
い
祖
国

日
本
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
を
明
日
に
ひ
か
へ
て
下
関
の

或
る
旅
館
の
一
室
で
書
い
て
居
り
ま
す　

顔
ぶ
れ
は
今
迄
の
者

全
部
で
す　

二
十
六
日
に
終
業
式
を
終
へ
て
そ
の
後
休
暇
を
く
れ

る
か
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
所　

毎
日
毎
日
つ
ま
ら
な
日
数
を
無
意
味
に

三 

四
日
暮
し　

そ
れ
迄
は
朝
鮮
に
転
属
に
な
る
の
で
し
た
が
三
十
日

命
令
下
り
急
に
朝
食
後
出
発
致
し
ま
し
た
。
そ
の
時
姉
上
か
ら
の

御
便
り
を
戴
き　

胸
一
杯
に
な
り
そ
の
感
激
の
ま
ヽ
出
て
来
ま
し
た
。

家
中
で
自
分
の
歸
へ
り
を
沢
山
の
御
馳
走
を
作
っ
て
待
っ
て
い
て
下
さ

る
様
子
を
考
へ
る　

今
か
ら
で
も
飛
ん
で
歸
へ
り
た
い
の
で
す
が
家
を

離
れ
て
か
ら
一
年
の
生
活
が
悲
し
さ
の
内
に
も
今
度
の
新
し
い
生
活

に
未
来
を
持
た
せ
て
く
れ
る
の
で
そ
の
さ
び
し
さ
を
も
な
ぐ
さ

め
て
く
れ
ま
す　

本
当
の
事
を
書
く
と
今
度
の
任
地
が
中
満
洲

の
○
○
○
な
の
で
区
隊
長
殿
が
自
分
の
身
体
を
心
配
し
て

他
の
組
と
一
共
に
朝
鮮
に
行
く
様
に
云
は
れ
た
の
で
す
が
今
迄
一
共
に

修
業
し
て
い
た
者
の
中
自
分
一
人
が
の
こ
さ
れ
る
と
云
う
事
は
と
て

も
我
慢
が
出
来
ま
せ
ん　

同
じ
に
入
隊
し
た
の
で
す
彼
等
が
や
っ
て

自
分
が
出
来
な
い
と
云
ふ
事
は
有
り
ま
せ
ん
。
別
に　

区
隊
長
に
云
ひ

ま
せ
ん
で
し
た
が
結
局
皆
と
一
共
に
行
く
事
に
な
り
ま
し
た

朝
鮮
に
行
っ
た
方
が
幸
か　

或
は
満
洲
の
方
が
良
い
か
、
わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
、
ど
う
せ
任
務
に
た
ほ
れ
る
な
ら
新
し
い
物
の
前
に
散
っ
た

方
が
得
で
す　

日
中
二
〇
度
も
あ
る
九
州
か
ら
急
に
満
洲
に

行
く
の
で
す
か
ら
一
寸
の
覺
悟
で
は
駄
目
で
す

併
し
自
分
に
は
御
両
親
の
寫
眞
が
肌
身
に
つ
い
て
守
っ
て

い
て
く
れ
る
し
家
で
は
皆
様
が
日
夜
神
か
け
て
祈
っ
て

い
ら
れ
る
の
で
決
し
て
不
注
意
に
よ
り
事
故
を
お
こ
す

様
な
事
は
有
り
ま
せ
ん　

ど
う
か
御
心
配
な
さ
ら
ぬ
様
・
・
・

自
分
も
益
々
自
愛
し
て
暮
し
ま
す

そ
れ
よ
り
か
皆
様
方
が　

く
れ
ぐ
れ
も
空
襲
下
本
当
に

心
か
ら
御
注
意
さ
れ
て
、
決
し
て
病
気
な
ど
な
さ
ら
ぬ
様

も
し
も
の
事
あ
れ
ば
自
分
が
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん

天
然
の
事
故
な
ら
ば
と
も
か
く
も
防
げ
る
事
故
に
は
ど
う

か
注
意
し
て
下
さ
い　

く
り
か
へ
し
ま
す
が　

自
分
の
事
は
心
配

な
さ
ら
ぬ
様
に　

自
分
も
も
う
じ
き
二
十
一
才
で
す
併
も

將
来
父
上
の
後
を
つ
ぐ
べ
き
者
、
い
つ
も
云
は
れ
て
い
る
様

に
な
に
く
そ
と　

頑
張
り
ま
す
。・
・
・

家
に
歸
へ
れ
ず
残
念
で
し
た
が　

そ
れ
も
時
局
故
、
あ
き
ら
め
ま

し
た
。
又
く
る
べ
き
時
に
来
ま
す

そ
れ
か
ら
糸
と
針
、
マ
フ
ラ
（
長
け
れ
ば
長
い
程
良
し
）

ク
ビ
マ
キ
（
エ
リ
マ
キ
）　
（
絵
）
―
―
毛
糸
で
ま
る
く
作
っ
て
下
さ
い　

長
く

毛
糸
の
腹
巻
、
送
っ
て
下
さ
い　

任
地
に
つ
い
た
ら

す
ぐ
知
ら
せ
ま
す
故　

で
は
又　

十
一
時
で
す

明
日
は
朝
早
く
出
ま
す　

で
は
姉
上
も
特
に

気
を
つ
け
ら
れ
て
、
母
上
も
餘
り
無
理
を
し
な
い
様
に

父
上
は
家
の
大
黒
柱
で
す　

十
分
御
注
意
し
て
下
さ
い

で
は
又　

朝
鮮
か
ら
出
し
ま
す

祖
国
日
本
と
共
に
皆
様
の　

御
長
寿
を
神
か
け
て

祈
り
ま
す
。　
　
　
　
　

オ
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ
。

手
紙
を
た
く
さ
ん
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
之
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時
々
の
報
道
で
三
日
毎
に
空
襲
に
見
舞
は
れ
て
い
ら
れ
る

様
子
、
仙
台
の
戰
友
石
谷
の
家
も
や
ら
れ
た
そ
う
で
す
ぐ
そ
ば
の

豊
島
区
の
事
で
す
か
ら
心
配
を
し
て
居
り
ま
す　

い
く
ら
敵
の

爆
撃
が
下
手
で
も
爆
発
し
な
い
と
云
ふ
事
は
有
り
ま
せ
ん
か
ら

注
意
す
る
と
云
っ
て
も
相
手
が
飛
行
機
の
事
で
す
か
ら
、
唯

御
無
事
を
御
祈
り
致
す
次
第
で
有
り
ま
す

姉
上
其
の
後
如
何
で
す
か
。
寒
さ
益
々
加
は
る
ま
す
故
十
二
分
に

御
自
愛
の
程　

父
上
母
上
も
自
分
の
事
は
心
配
し
な
い
で
毎

日
安
ら
か
に
御
暮
し
下
さ
い
・
・
・
近
所
の
正
月
風
景
が

頭
に
浮
ん
で
参
り
ま
す　

着
満
し
た
時
に
基
地
で
大
木
達

に
す
れ
違
ひ
に
幸
に
逢
ひ
ま
し
た　

わ
ず
か
二
時
間
位
の
間
で
し
た
が

ど
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
事
か
御
察
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
．

御
互
が
何
時
神
と
召
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
事
で
す
故

そ
の
再
会
は
夢
の
様
で
有
り
我
々
の
み
が
知
り
得
る
嬉
し　
　
　
　

２
．

さ
で
し
た
。
昌
一
君
は
ど
う
し
ま
し
た
。
或
は
休
暇
で
歸
へ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね　

家
を
離
れ
て
、
す
で
に
〇
年
、
初
め
て

外
で
迎
へ
る
正
月
併
も
想
像
も
し
な
か
っ
た
北
満
の
地

今
年
の
前
途
を
思
は
せ
る
に
十
分
で
有
り
ま
す　

ど
う
か
内
地

で
も
、
自
分
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る
様
に
御
無
事
で
御
暮

し
下
さ
い　

二
日
間
休
務
を
許
さ
れ
、
戰
友
達
は
思
ひ
出
に
花

を
咲
か
せ
て
居
り
ま
す　

東
南
東
か
ら
昇
っ
て
南
に
落
ち
る
様

な
太
陽
も
廣
野
の
果
て
に
落
ち
ん
と
し
て
居
り
ま
す
。
さ
あ

初
夢
は
な
ん
で
せ
う
か
？
で
は
北
満
か
ら
サ
ヨ
ー
ナ
ラ
！

時
有
り
て
咲
き
落
ち
る
と
て
も
桜
花
何
か
惜
ま
ん
大
和
魂
！

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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木
枯
ら
し
な
ら
ぬ
興
安
南
行
け
ど
も
行
け
ど
も
つ
き
ぬ
雪
原
痛
い

風
は
来
る
日
も
来
る
日
も
我
々
の
顔
を
吹
き
叩
く
、
其
の
北
満
の

一
角
で
戰
友
達
と
去
年
の
正
月
を
思
ひ
出
し
な
が
ら
二
十
一
才

の
年
を
迎
へ
ま
し
た
。
皆
様
も
空
襲
下
決
意
新
た
な

年
を
迎
へ
に
な
ら
れ
た
事
で
せ
う
。
寒
い
時
に
寒
地
に
来
て

今
迄
話
し
に
聞
い
て
い
た
事
実
を
実
際
に
味
っ
て
居

り
ま
す
。
話
も
わ
か
ら
ず
遊
ぶ
所
と
て
な
い
此
處
で
は
皆
様
の

御
便
り
だ
け
が
楽
し
み
で
す
。
ど
う
か
家
中
で
下
さ
い
。
出
発

間
際
に
姉
上
の
御
便
り
、
入
手
し
ま
し
た
が
色
々
用
意
し
て
下

さ
れ
た
の
に
歸
へ
れ
ず
し
て
自
分
も
残
念
で
し
た
。
併
し
寒

さ
に
戰
ひ
な
が
ら
任
務
に
邁
進
し
て
居
り
ま
す
。

昨
日
か
ら
急
に
風
が
強
く
な
り
痛
い
風

が
顔
を
な
ぐ
っ
て
参
り
ま
す　

今
日
は

日
曜
日
、
休
務
で
も
出
る
所
も
な
く
、

生
れ
て
初
め
て
戴
い
た
慰
問
袋
を
開

い
て
戰
友
と
雑
談
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た　

一
同
で
作
っ
た
ス
ケ
ー
ト
場
は

自
分
の
様
な
名
人
で
一
杯
で
？
・
・
・

大
変
な
風
景
で
す
。
今
年
の
正
月

は
如
何
で
し
た
。
隔
日
の
空
襲
で

男
手
の
無
い
家
と
て
は
大
変
な
事

で
せ
う
が
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
も
う
当

地
に
も
馴
れ
、
満
洲
臭
く
な
り
ま
し
た

姉
上
も
し
っ
か
り
身
体
を
鍛
え
ら
れ
、
家
を

守
っ
て
下
さ
い
。
遥
か
な
満
洲
よ
り
皆
様

の
御
幸
福
を
御
祈
り
致
し
ま
す

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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六
．
軍
事
郵
便
の
実
例

　

軍
事
郵
便
は
、「
戦
時
ま
た
は
事
変
の
際
に
戦
地
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
所

に
あ
る
軍
人
軍
属
な
ど
が
差
出
し
た
郵
便
物
や
、
そ
の
反
対
に
そ
れ
ら
の
人
々

に
宛
て
た
郵
便
物
を
さ
す
。」（
財
満
二
〇
一
〇
年
、
三
一
頁
）
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。

　

軍
に
所
属
す
る
者
が
出
す
郵
便
物
（
葉
書
・
手
紙
・
小
包
な
ど
）
は
全
て
軍

事
郵
便
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
検
閲
を
通
さ
ず
、
郵
便
制
度
の
み
で
送
ら
れ
て

い
る
も
の
を
普
通
郵
便
と
称
す
る
。

　

葉
書
・
手
紙
の
発
信
日
を
中
心
に
纏
め
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
郵
便
局
の
消

印
に
捺
印
さ
れ
て
い
る
引
き
受
け
日
を
発
信
日
と
し
た
。
軍
用
葉
書
で
出
さ
れ

た
も
の
は
消
印
が
な
い
の
で
猪
瀨
少
尉
の
経
歴
と
宛
名
に
記
さ
れ
て
い
る
所
属

部
隊
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
文
面
を
手
掛
か
り
に
日
付
・
時
期
を
推
測
し
た
。

　

父
親
が
仕
事
で
遠
方
に
赴
任
し
て
い
た
時
期
に
中
学
卒
業
を
控
え
進
路
の
相

談
を
し
て
い
る
も
の
か
ら
、
航
空
の
道
に
進
み
、
厳
し
い
訓
練
を
受
け
、
戦
死

す
る
ま
で
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
時
期
の
や
り
取
り
が
確
認
出
来
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
猪
瀨
少
尉
が
家
族
に
宛
て
た
葉
書
・
手
紙
の
大
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

表
３
で
は
寄
贈
さ
れ
た
遺
品
の
中
か
ら
葉
書
四
十
七
点
、
手
紙
十
三
点
を
抽

出
し
た
が
、こ
れ
以
降
の
文
章
で
は
軍
事
郵
便
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

猪
瀨
少
尉
が
書
い
た
も
の
で
、
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
日
、
印
旛
地
方
航
空
機

乗
員
養
成
所
に
入
所
以
降
の
葉
書
三
十
九
点
、
手
紙
九
点
を
対
象
と
し
て
紹
介

す
る
。

（
一
）
郵
便
物
の
頻
度
、
送
付
先

　

印
旛
地
方
航
空
機
乗
員
養
成
所
時
代
の
葉
書
が
十
二
点
、
仙
台
地
方
航
空
機

乗
員
養
成
所
時
代
の
も
の
が
葉
書
七
点
、
手
紙
一
点
、
第
三
十
教
育
飛
行
隊
時

代
も
の
が
葉
書
八
点
、
手
紙
三
点
、
第
二
十
三
教
育
飛
行
隊
時
代
の
も
の
が
葉

書
六
点
、
手
紙
二
点
、
第
百
二
振
武
隊
時
代
の
も
の
が
葉
書
六
点
、
手
紙
三
点

と
な
る
。
一
か
月
の
間
に
概
ね
二
通
ほ
ど
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
所
属
と
赴

任
先
が
変
わ
っ
て
も
出
す
頻
度
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

　

葉
書
の
宛
先
は
父
親
二
十
一
点
、
母
親
四
点
、
三
女
九
点
、
家
族
以
外
四
点
、

無
記
名
一
点
と
な
っ
て
い
る
。
父
親
宛
て
の
も
の
が
多
い
が
、文
中
に
「
皆
様
」

と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
実
質
は
家
族
に
宛
て
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
。

（
二
）
消
印
の
押
印
状
況

　

印
旛
及
び
仙
台
地
方
航
空
機
乗
員
養
成
所
、
第
三
十
教
育
飛
行
隊
か
ら
出
さ

れ
た
軍
事
郵
便
は
検
閲
印
が
あ
る
も
の
の
郵
便
局
の
消
印
が
捺
印
さ
れ
、
発
信

局
・
発
信
日
が
確
認
出
来
る
。
そ
れ
に
対
し
満
州
の
第
二
十
三
教
育
飛
行
隊
か

ら
出
さ
れ
た
も
の
は
軍
用
葉
書
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
郵
便
局
の
消
印
は
な

く
、
発
信
局
・
発
信
日
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
一
日
に
陸
軍
乙
種
予
備
候
補
生
に
採
用
さ
れ
階
級
を

与
え
ら
れ
陸
軍
の
第
三
十
教
育
飛
行
隊
へ
入
営
し
て
い
る
の
で
軍
用
葉
書
が
使

用
で
き
れ
ば
料
金
は
免
除
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
時
で
も
通
常
の
郵
便
葉
書

を
使
い
郵
便
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
料
金
の
改
正
が
あ
れ
ば
新
し

い
料
金
と
の
差
額
分
の
切
手
を
張
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
第
二
種
（
通
常
葉
書
）
料
金
の
改
正
履
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

昭
和
十
二
年
四
月
一
日
よ
り　

二
銭

　
　

昭
和
十
九
年
四
月
一
日
よ
り　

三
銭

　
　

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
よ
り　

五
銭

　

昭
和
十
九
年
か
ら
昭
和
二
十
年
に
か
け
て
葉
書
の
料
金
が
年
度
ご
と
に
値
上

が
り
し
て
い
る
の
で
消
印
が
読
み
取
れ
な
く
て
も
、
切
手
、
葉
書
の
郵
便
料
金

に
よ
り
、
大
ま
か
な
発
信
時
期
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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表４�葉書・手紙の発信日一覧

年 月 葉書（発信日） 葉書（発信日不明） 手紙（発信日） 所属

昭和１８年
（１９４３年）

１月 １月１８日（葉書１）

２月 ２月５日（葉書２）
２月２6日（葉書３）

３月 ３月２7日（葉書４）※１

４月 ４月２２日（葉書５）※１

５月 ５月２7日（葉書６）※１

６月
７月
8月
9月

１0月

１0月２日（葉書７）
１0月１８日（葉書8）
１0月２３日（葉書9）検

１0月２３日（葉書１0）検

１１月

１２月 １２月３日（葉書１１）検

１２月１１日（葉書１２）検

昭和１９年
（１９４４年）

１月

１月３～４日（葉書１３）
１月７日（葉書１４）検

１月8日（葉書１５）検

１月１８日（葉書１6）検

１月２３日（葉書１7）検

１月２４日（葉書１８）検

２月 ２月１日（葉書１９）検

２月２４日（葉書２0）検

３月 ３月３１日（葉書２１）検

４月 ４月１２日（葉書２２）検

５月 ５月１１日（葉書２３）検
５月２５日頃（手紙１）５月３0日（葉書２４）検

６月 ６月１0日（葉書２５）
６月２５日（葉書２6）

７月 ７月６日（葉書２7）検

７月３0日（葉書２８）

8月 8月２日（葉書２９）検

8月３0日（葉書３0）検

9月 9月8日（葉書３１）検 9月下旬（手紙２）

１0月 １0月５日（葉書３２）検
１0月中下旬（手紙３）１0月１１ ？日（葉書３３）

１１月 １１月１日（葉書３４）検
１１月１0日頃（手紙４）１１月２１日（葉書３５）検

１２月 １２月初旬（手紙５）

昭和２0年
（１９４５年）

１月
１月初旬（葉書３6,３7）軍 検

１～３月（葉書４0）軍 検
１～３月（葉書４１）軍 検 １～３月（手紙６）軍 検

１月？日（葉書３８）軍 検

１月？日（葉書３９）軍 検

２月
３月

４月

４月１１日（葉書４２）軍 ４月７日（手紙７）
４月１１日（葉書４３）軍 ４月１0日（手紙8）
４月１２日（葉書４４）軍 ４月１0 ？日（手紙9）
４月１２日（葉書４５）
４月１２日（葉書４6）
４月１２日（葉書４7）

※１：他者が出した葉書（猪瀨少尉に関する文面あり）
軍：軍用葉書で出されたもの
検：検閲を受けたもの

印
旛
地
方
航
空
機
乗
員
養
成
所

仙
台
地
方　
　
　
　

航
空
機
乗
員
養
成
所

第
三
十
教
育
飛
行
隊

第
二
十
三　

教
育
飛
行
隊

第
百
二
振
武
隊

（
第
一
降
魔
隊
）
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（
三
）
検
閲
欄
と
検
閲
印
の
実
例

　

印
旛
及
び
仙
台
地
方
航
空
機
乗
員
養
成
所
は
逓
信
省
航
空
局
所
管
の
航
空
要

員
養
成
所
で
あ
る
の
で
軍
の
施
設
で
は
な
い
が
戦
時
体
制
下
、
所
長
以
下
幹
部

職
員
の
多
く
は
陸
軍
軍
人
が
占
め
る
よ
う
に
な
り
運
営
は
陸
軍
方
式
で
行
わ
れ

て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
乗
員
養
成
所
か
ら
出
さ
れ
た
郵
便
物
も
検
閲
印
が

押
さ
れ
て
い
る
。
葉
書
に
捺
印
さ
れ
て
い
る
各
養
成
所
・
教
育
飛
行
隊
の
検
閲

欄
と
検
閲
印
は
次
の
通
り
。

写真19
（葉書11）

写真23
（葉書31）

写真21
（葉書27）

写真25
（葉書37）

写真20
（葉書19）

写真24
（葉書32）

写真22
（葉書21）

写真26
（葉書41）

【 印旛地方航空機乗員養成所 】

【 第三十教育飛行隊 】

【 仙台地方航空機乗員養成所 】

【 第二十三教育飛行隊 】

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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（
四
）
検
閲
を
受
け
な
か
っ
た
郵
便
物
の
実
例

　

葉
書
三
十
九
点
の
う
ち
、
二
十
八
点
が
検
閲
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
検

閲
を
受
け
て
い
な
い
も
の
も
十
一
点
あ
り
、
内
容
を
精
査
す
る
と
次
の
よ
う
な

状
況
が
推
測
で
き
る

　

差
出
人
住
所
が
「
熊
本
縣
熊
本
市
驛
前　

惣
進
館
内
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

裏
面
で
「
驛
前
の
宿
屋
に
入
り
ま
し
た
。」「
二
十
八
時
間
も
初
め
て
汽
車
に

乗
り
、
疲
れ
ま
し
た
」「
明
日
か
ら
愈
ゝ
軍
隊
生
活
で
す
」
と
あ
る
よ
う
に
仙

台
地
方
航
空
機
乗
員
養
成
所
か
ら
第
三
十
教
育
飛
行
隊
（
熊
本
県
の
菊
池
飛
行

場
）
へ
の
赴
任
途
中
で
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

消
印
の
受
付
局
は
二
文
字
だ
が
イ
ン
ク
の
文
字
が
潰
れ
て
判
読
出
来
な
か
っ

た
。
引
き
受
け
日
は
「
19
．
７
．
30
」
と
な
っ
て
い
る

　

昭
和
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
料
金
改
定
が
行
わ
れ
第
二
種
（
通
常
葉
書
）
は

三
銭
に
値
上
が
り
し
て
い
る
が
料
額
印
面
が
二
銭
の
葉
書
を
使
用
し
て
い
る
。

【 

実
例
１ 

】
写
真
27
（
葉
書
28
）

前
略

予
定
よ
り
、
二
時
間
遅
れ
て
只
今
、
十
五
時
到
着
、
驛
前

の
宿
屋
に
入
り
ま
し
た
。
久
留
米
に
て
警
戒
警
報
発
令

續
い
て
、
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
八
時
間
も
初

め
て
汽
車
に
乗
り
、
疲
れ
ま
し
た
。
博
多
で
昌
チ
ャ
ン
と
別
れ
ま
し
た
が

餘
り
元
気
が
有
り
ま
せ
ん
。
九
州
に
来
て
、
す
ぐ
警
報
の

御
見
舞
と
は
、
一
寸
驚
き
ま
し
た
。
岡
山
の
戰
友
達
と
、

車
中
に
て
再
会
、
一
諸
の
所
に
行
く
者
、
二
名
居
り
ま
し

た
。
明
日
か
ら
愈
ゝ
軍
隊
生
活
で
す
。
で
は
隣
組
の
皆

様
に
よ
ろ
し
く
御
傳
へ
下
さ
い
。
今
度
歸
へ
る
の
は

何
時
の
事
や
ら
。
で
は
御
元
気
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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【 
実
例
２ 

】
写
真
28
（
葉
書
33
）

拜
啓
、
今
月
も
十
一
日
後
十
九
日
で
す
。
此
の
間
入
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
か
と
思
ふ
と
愈
ゝ
来
た
時
が
来
た
と
云
ふ
感
が
有

り
ま
す
。
嬉
し
い
様
な
恐
ろ
し
い
や
ら
。
一
昨
日
改
整
さ
れ
た
列
車
時
刻
表
を
見
て
、
一
同
で
喜
ろ
こ
ん
で
居
り
ま
す
。
残
念
な

事
に
す
で
に
三
人
の
友
を
失
い
併
も
そ
れ
が
自
分
の
所
ば
か
り
な
の
で
一
時
は
本
当
に
嫌
に
な
り
ま
し
た
が
併
し
不
注
意
で
は

絶
対
に
死
に
ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
い
て
下
さ
い
。
技
も
上
手
に
な
り
海
を
渡
っ
て
外
地
に
行
き
ま
し
た
。
一
度
は
死
ぬ
様
な
思
ひ
を
し
ま
し
た

が
姉
さ
ん
の
、
あ
の
小
さ
い
マ
ス
コ
ッ
ト
に
勵
ま
さ
れ
て
、
ど
う
や
ら
生
き
て
居
り
ま
す
。
常
に
家
の
事
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
訓
練
は

他
の
所
に
比
し
て
又
す
ご
く
、
併
し
そ
れ
だ
け
他
の
者
に
常
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。
少
し
は
何
時
で
も
死
ね
る
様

な
人
間
に
出
来
て
来
た
ら
し
い
で
す
。
予
定
に
よ
る
と
三
十
日
が
卒
業
式
。
最
低
五
日
は
規
則
と
し
て
戰
時
で
も

有
る
事
な
の
で
す
か
ら
。
ま
あ
五
分
は
大
丈
夫
と
思
ひ
ま
す
が
一
日
で
も
歸
へ
れ
た
ら
歸
り
ま
す
。
歸
へ
れ
て
も

日
数
が
無
い
時
は
何
處
か
で
逢
ふ
様
に
は
か
ら
ふ
考
へ
で
居
り
ま
す
。
朝
夕
す
ご
く
寒
く
な
り
ま
し
た
。
後
十
九
日

本
当
に
早
い
も
の
で
す
。
早
く
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
、
八
幡
様
へ
朝
も
や
す
め
る
様
な
時
間
の
無
い
生
活
を
一
日
で
も
し
た
い

も
の
で
す
。
疊
の
上
で
一
時
間
で
も
良
い
か
ら
大
の
字
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
今
度
こ
そ
最
後
で
す
か
ら
御
馳
走
澤
山

頼
み
ま
す
。
家
に
歸
へ
っ
て
着
る
様
な
服
有
り
ま
す
か
考
へ
て
い
て
下
さ
い
。
噂
に
よ
る
と
、
内
地
に
残
り
助
教
と
の
事
で

す
。
併
し
噂
で
す
。
末
頃
で
結
構
で
す
か
ら
、
時
計
修
繕
と
眼
鏡
を
買
ふ
の
で
、
又
送
っ
て
下
さ
い
。
併
便
り
に
は
金
の

事
は
書
か
な
い
で
、
二
十
円
中
、
四
円
使
ひ
ま
し
た
が
、
歸
へ
る
時
に
少
し
で
も
餘
分
に
持
っ
て
い
た
い
の
で
す　

貯
金
は

八
十
円
に
な
り
ま
し
た
。
姉
さ
ん
へ
、
あ
の
小
さ
い
マ
ス
コ
ッ
ト
ま
だ
有
り
ま
す
か
。
そ
れ
か
ら
、
白
の
絹
で
何
と
か
「
マ
フ
ラ
」
出
来

な
い
で
せ
う
か
考
へ
て
下
さ
い
。
是
非
ほ
し
い
の
で
す
。
長
い
奴
を
。
東
京
の
方
何
に
か
変
っ
た
事
で
も
有
り
ま
す
か
。
東
京
の

便
程
嬉
し
い
も
の
は
有
り
ま
せ
ん
。
澤
山
下
さ
い
。
昌
チ
ャ
ン
か
ら
便
り
有
り
ま
す
か
。
任
官
は
十
一
月
と
の
事
で
す
。
金
を

送
れ
と
云
ふ
の
で
う
ま
い
も
の
で
も
喰
べ
て
い
る
と
思
っ
て
は
困
り
ま
す
。
高
リ
ヤ
ン
玄
米
そ
れ
に
少
量
の
日
本
米
で
は
腹
が
へ
っ
て
困
り
ま
す
。

配
給
だ
っ
て
二
月
過
ぎ
、
決
し
て
う
ま
い
も
の
は
食
べ
て
居
り
ま
せ
ん　

で
は
三
十
日
迄
ふ
ん
ば
り
で
す
。
歸
へ
れ
る
様
に
祈
っ
て
い
て

下
さ
い　

福
井
の
小
父
さ
ん
に
よ
ろ
し
く　

左
様
奈
良
（
小
ガ
ワ
セ
デ
モ
良
イ
デ
ス　

併
シ
ヤ
ミ
デ
）（
三
十
円
）

（返事には此の便りの返事の様な事は書かないで）

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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差
出
人
住
所
を
「
熊
本
県
熊
本
市
山
崎
町
」
と
し
、
差
出
人
を
川
島 

武
男

と
し
て
い
る
。
字
体
は
他
の
資
料
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
猪
瀨
少
尉
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

消
印
の
受
付
局
は
熊
本
坪
井
、引
き
受
け
日
は「
□
．10
．□
」と
な
っ
て
い
る
。

料
額
印
面
は
三
銭
な
の
で
昭
和
十
九
年
（
度
）、
裏
面
の
文
面
か
ら
十
一
日
に

書
か
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

最
下
部
に
は
「
返
事
に
は
此
の
便
り
の
返
事
の
様
な
事
は
書
か
な
い
で
」
と

家
族
に
注
意
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軍
事
郵
便
と
し
て
は
ば
か
れ
る
内
容

を
書
い
た
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
外
出
中
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

【
実
例
３
】
写
真
43
～
48
（
葉
書
42
～
47
）

　

特
攻
で
出
撃
す
る
前
日
・
当
日
に
書
か
れ
た
六
通
の
葉
書
。
軍
用
葉
書
に
切

手
を
貼
っ
て
普
通
郵
便
で
出
し
て
い
る
。
第
九
節
で
紹
介
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
例
を
見
る
と
、
外
地
の
満
州
国
か
ら
は
本
来
の
軍
事
郵
便
の
通

り
に
出
し
て
い
る
が
、
日
本
国
内
で
あ
れ
ば
、
外
出
時
等
に
普
通
郵
便
と
し
て

出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
し
て
、
軍
用
葉
書
に
切
手
を

貼
れ
ば
普
通
郵
便
と
し
て
届
け
ら
れ
て
い
る
。

（
五
）
検
閲
に
よ
る
文
面
の
塗
り
つ
ぶ
し
に
つ
い
て

　

葉
書
23
は
葉
書
三
十
九
点
の
う
ち
、
唯
一
、
検
閲
に
よ
り
一
部
の
文
面
が
塗

り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
万
年
筆
で
書
か
れ
た
文
字
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
る

が
、
墨
に
濃
淡
が
あ
る
の
で
二
度
塗
り
直
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

万
年
筆
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
筆
圧
に
よ
り
文
字
の
直
線
部
は
か
す
か
に
読

み
取
れ
る
が
丸
み
の
部
位
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
後
半
部
は
「
飛
行
■
（
飛

行
場
）」
と
読
み
取
れ
る
が
、
前
半
部
は
文
章
と
し
て
全
体
を
把
握
す
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

写真29　葉書23
拜
啓　

ま
る
一
ヶ
月
便
り
も
出
さ
ず
申
譯
有
り
ま
せ
ん
。
暇
が
な
い
わ
け

で
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
・
・
・
今
日
、
筆
を
取
り
ま
し
た
。
東
京
は

も
う
櫻
も
散
り
、
初
夏
の
風
さ
へ
、
吹
き
初
め
て
い
る
事
と
思
ひ
ま
す
。

当
方
も
、
満
開
で
今
が
一
番
良
い
気
候
で
す
。
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

二
十
九
日
の
佳
節
に
は
、
家
に
行
っ
て
遊
ん
で
来
ま
し
た
。
三
十
日
の
榮
日

に
は
、
青
葉
城
迄
行
軍
し
ま
し
た
が
、
良
い
所
で
す
。
昌
チ
ャ
ン
の
入
隊
八

月
と
は
驚
き
、
又
羨
や
ま
し
く
思
ひ
ま
し
た
が
、
彼
が
入
隊
す
る
頃
は
南
方
で

先
輩
ヅ
ラ
し
て
待
っ
て
い
る
事
を
思
ふ
と
胸
が
ス
ー
と
し
ま
す
■
■

■
に
も
ク
ロ
ー
バ
ー
が
一
杯
青
々
と
し
て
居
り
ま
す
。
十
四
日
に
は
外
出
が
有

り
そ
う
で
す
が
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。
福
井
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
傳
へ
て
下
さ
い
。

で
は
気
候
に
負
け
ず
御
元
気
で
御
暮
し
下
さ
い
。（
マ
ス
コ
ッ
ト
、
上
手
に
頼
み
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

遅
れ
な
い
で
下
さ
い
）　　

啓
具

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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（
六
）．
遺
品
の
送
付

　

特
攻
隊
員
の
遺
品
は
ど
の
よ
う
に
し
て
遺
族
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
か
。

遺
品
が
納
め
ら
れ
て
い
た
木
箱
の
中
に
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
が
残
っ
て
い

た
。「
遺
品 
陸
軍
特
別
攻
撃
隊 

猪
瀨 

弘
之
」と
書
か
れ
た
用
紙（
12
㎝
×
18
㎝
）

に
は
隊
員
の
所
持
品
が
品
名
、
員
数
の
一
覧
表
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
遺
書
や
軍
隊
手
帖
、
貯
金
通
帳
な
ど
を
始
め
、
箸
箱
、
万
年
筆
、
安
全
カ

ミ
ソ
リ
な
ど
の
日
用
品
、
塵
紙
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
菓
子
な
ど
が
列
記
さ
れ
、
詳

細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
覧
表
の
左
に
昭
和
二
十
年
六
月
十
日
と
あ
る
が
、
遺
品
を
取
り
纏
め
、
処

置
さ
れ
た
日
付
と
考
え
ら
れ
る
。
猪
瀨
少
尉
は
四
月
十
二
日
に
出
撃
さ
れ
て
い

る
の
で
二
か
月
経
過
し
て
か
ら
父
親
の
猪
瀨 

光
哉
宛
に
送
ら
れ
て
い
る
。

　

佐
賀
県
中
原
局
気
付
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
遺
品
を
二
個
の
小
包
、
も
し

く
は
郵
送
で
中
原
郵
便
局
か
ら
発
送
さ
れ
て
い
る
。

　

天
風
第
一
八
九
三
四
部
隊
は
処
置
し
た
部
隊
名
で
、
天
風
は
第
十
二
飛
行
師

団
の
兵
団
文
字
符
号
、
一
八
九
三
四
は
第
六
十
五
飛
行
場
大
隊
を
指
す
部
隊
通

称
番
号
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
九
州
・
山
口
地
区
の
防
空
を
担
当
す
る
第

十
二
飛
行
師
団
に
隷
属
す
る
第
六
十
五
飛
行
場
大
隊
が
遺
品
の
処
置
を
担
当

し
、
遺
族
の
も
と
に
送
っ
て
い
る
。

　

飛
行
場
大
隊
に
は
補
給
中
隊
と
警
備
中
隊
と
が
あ
り
、
所
在
部
隊
の
宿
営
給

養
、
衛
生
業
務
や
対
空
対
地
の
警
備
な
ど
に
当
た
っ
た
。

　

第
六
十
五
飛
行
場
大
隊
は
昭
和
十
九
年
八
月
に
編
成
さ
れ
、
佐
賀
県
の
目
達

原
飛
行
場
に
展
開
し
た
。

　

猪
瀨
少
尉
が
所
属
し
た
第
百
二
振
武
隊
は
満
州
で
編
成
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
を

経
由
し
て
目
達
原
飛
行
場
に
前
進
し
、
西
往
寺
に
五
日
間
滞
在
し
た
が
そ
の
宿

営
先
を
確
保
し
、給
養
を
行
っ
た
の
が
第
六
十
五
飛
行
場
大
隊
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
百
二
振
武
隊
は
指
示
が
出
た
ら
出
撃
基
地
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ

こ
で
の
滞
在
期
間
は
短
く
、
出
撃
命
令
が
出
さ
れ
れ
ば
速
や
か
に
出
撃
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
由
地
で
あ
る
目
達
原
で
所
持
品
を
整
理
し
、
必
要
最

小
限
の
持
ち
物
だ
け
に
し
て
万
世
飛
行
場
に
向
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

残
さ
れ
た
所
持
品
は
宿
営
給
養
を
担
当
し
た
第
六
十
五
飛
行
場
大
隊
の
補
給

中
隊
が
保
管
し
、
戦
死
の
連
絡
が
届
き
次
第
、
遺
品
を
整
理
し
目
録
を
作
っ
て

遺
族
の
も
と
に
発
送
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

用
紙
の
左
側
に
は
受
領
證
も
あ
り
、
遺
品
の
取
り
扱
い
は
厳
密
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

写真30　天風第18934部隊が作成した遺品の目録

知覧
特攻
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写真
の無
断使
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禁止
しま
す。
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（
七
）．
三
通
の
遺
書

　
「
遺
品 

陸
軍
特
別
攻
撃
隊 

猪
瀨 

弘
之
」
の
用
紙
に
「
遺
書 

一
」
と
あ
る
。

た
だ
し
、
実
際
は
本
稿
で
手
紙
７
、
手
紙
８
、
手
紙
９
と
番
号
を
付
け
た
遺
書

と
読
み
取
れ
る
手
紙
が
三
通
現
存
す
る
。
こ
の
い
ず
れ
か
が
こ
の
用
紙
に
記
載

さ
れ
て
い
る
遺
書
に
該
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
な
ぜ
両
親
、
姉
宛
に
三
通
（
三
回
）
も
遺
書
を
書
い
た
の
か
。
各
遺

書
の
書
か
れ
た
日
付
、
便
箋
、
特
徴
は
次
の
通
り
。

【�

手
紙
７�

】

日
付
： 

一
枚
目
に
「
二
〇
．
四
．
七
記　

二
一
時
」、
二
枚
目
に
「
二
〇
．
四
．

七
日
記
」
と
記
載
あ
り
。

便
箋
：
陸
軍
罫
紙 

二
枚
、
表
面
使
用　

法
量
：

24.6
㎝
×

35.4
㎝

特
徴
： 「
実
は
佐
賀
の
一
隅
で
愈
々
明
日
不
生
還
の
出
撃
を
ひ
か
へ
て
英
気
を

養
っ
て
居
り
ま
す
。」
と
あ
り
、
翌
八
日
に
出
撃
、
ま
た
は
出
撃
基
地

へ
の
前
進
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

 「
荷
物
は
後
か
ら
送
り
ま
す
。
タ
バ
コ
は
父
上
す
っ
て
下
さ
い
」
と
の

記
述
か
ら
は
、
実
際
翌
日
に
不
生
還
の
出
撃
が
あ
れ
ば
自
分
で
荷
物
を

送
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
誰
か
に
依
頼
し
た
か
、
送
ら
れ
る
仕
組
み

が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
　
　

 

遺
品
の
用
紙
に
は
「
タ
バ
コ 

二
六
」「
恩
賜
タ
バ
コ 

一
」
の
記
載
が

あ
り
、
手
紙
の
内
容
と
合
致
す
る
。

【�

手
紙
８�

】

日
付
：
二
枚
目
表
面
に
「
四
月
十
日　

こ
れ
を
記
す
」
と
記
載
あ
り
。

便
箋
：
陸
軍
罫
紙 

三
枚
、
表
面
・
裏
面
使
用　

法
量
：

25.2
㎝
×
18
㎝

特
徴
： 

次
に
紹
介
す
る
手
紙
９
の
内
容
と
類
似
し
て
い
る
。
特
に
両
親
に
宛
て

た
文
面
は
酷
似
し
て
お
り
、
姉
宛
の
も
の
は
文
面
が
変
わ
っ
て
い
る
が

同
一
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
理
由
は
後
述
す
る
が
、
手
紙
９
が
先
に
書

か
れ
、
そ
れ
を
下
書
き
と
し
て
手
紙
８
が
書
か
れ
た
と
推
測
す
る
。

　
　
　

 

た
だ
そ
の
細
部
で
は
微
妙
に
表
現
が
変
わ
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で

い
く
つ
か
例
を
示
す
。

　
　
　

 

手
紙
９
で
は
「
特
攻
隊
へ
志
願
し
て
選
ば
れ
た
と
知
っ
て
は
」
と
あ
る

が
手
紙
８
で
は「
名
譽
有
る
特
攻
隊
に
選
ば
れ
て
征
っ
た
と
知
っ
て
は
」

と
特
攻
隊
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
名
誉
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　

 

手
紙
９
で
は
「
家
名
の
み
心
配
で
す
が　

そ
れ
も
父
上
が
居
ら
れ
ゝ
ば

大
丈
夫
と
信
じ
て
征
き
ま
す
」
と
あ
る
が
手
紙
８
で
は
「
家
名
の
み
心

配
で
す
が
そ
れ
も
父
上
が
居
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
大
丈
夫
と
安
心
し
て

征
き
ま
す
」
と
安
心
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　
　

 

手
紙
９
で
は
「
母
上
よ
、決
し
て
人
の
前
で
は
涙
を
お
見
せ
下
さ
る
な
」

と
強
く
伝
え
て
い
る
が
手
紙
８
で
は
「
母
上
よ
決
し
て
泣
か
な
い
で
く

だ
さ
い　

世
間
に
は
も
っ
と
も
っ
と
可
愛
想
な
人
達
が
居
る
の
で
す
。」

と
母
親
の
心
情
を
考
え
れ
ば
涙
を
流
す
の
が
目
に
見
え
て
い
る
の
で
そ

れ
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
泣
く
の
だ
け
は
我
慢
し
て
欲
し
い
と

語
気
を
落
と
し
て
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　

 

手
紙
９
で
は
「
祖
国
日
本
の
必
勝
を
堅
く
堅
く
信
じ
て
」
と
勝
つ
こ
と

を
願
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
手
紙
８
で
は
「
祖
国
日
本
の
必
勝
を
確
信

し
て
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
今
は
厳
し
い
戦
況
だ
と
し
て
も
自
分
た

ち
が
征
く
事
で
最
後
に
は
必
ず
勝
つ
、
自
分
た
ち
の
死
に
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
の
だ
か
ら
心
配
し
な
い
で
欲
し
い
と
の
趣
旨
が
読
み
取
れ

る
。

　
　
　

 
こ
の
よ
う
に
、
手
紙
９
の
内
容
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
的
に

家
族
に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
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【�

手
紙
９�

】

日
付
：
記
載
な
し
。

便
箋
： 
大
政
翼
賛
臣
道
實
践
（
全
面
に
シ
ワ
あ
り
）
法
量
：

21.2
㎝
×

18.3
㎝

特
徴
： 
手
紙
８
の
項
で
書
い
た
通
り
だ
が
、
そ
れ
以
外
で
は
「
ハ
イ
チ
ャ
イ
！

い
や
永
遠
に
眠
る
の
だ
か
ら
グ
ン
ナ
イ
！
で
す
ね
。」「
ド
カ
ン
と
ぶ
つ

か
っ
て
「
ア
イ
テ
」
首
が
無
い
や
、
い
け
ね　

死
ん
だ
よ
・
・
・
な
ん

て
そ
の
時
に
な
っ
て
初
め
て
死
ん
だ
と
云
ふ
事
が
わ
か
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
」
と
少
し
く
だ
け
た
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
　

 

そ
し
て
、「
呑
気
だ
な
実
際
！
・
・
・
・
・　

ア
・
・
・
人
生
わ
ず
か

二
十
一
年
か
・
・
・
」
と
あ
る
よ
う
に
、
短
く
終
え
る
こ
と
に
な
る
人

生
へ
の
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。
年
齢
の
二
十
一
は
数
え
年
で
満
年
齢

で
は
十
九
歳
と
な
る
。

　
　
　

 

便
箋
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
一
度
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に
し
た
よ
う
な
小

さ
な
シ
ワ
が
全
面
に
つ
い
て
い
る
。

　

手
紙
９
は
手
紙
８
と
内
容
が
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
日
付
が
記

載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
位
置
付
け
が
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
目
達
原
で
交
流

を
持
っ
た
人
物
が
終
戦
後
に
遺
族
に
宛
て
た
手
紙
の
中
に
重
要
な
記
述
が
あ
る
。

手
紙
13

差
出
人
：
甲 

初
枝
（
佐
賀
縣
神
崎
郡
東
脊
振
村
）

受
取
人
：
猪
瀨 

榮
子
（
東
京
都
瀧
野
川
区
）

消
印
：（
受
付
局
：
※
視
認
で
き
ず　

引
き
受
け
日
：
□
．
□
．
12
）

日
付
：
封
筒
裏
「
十
月
十
一
日
」、
便
箋
に
「
十
月
十
一
日
」
と
記
載
あ
り
。

「（
前
略
）
御
手
紙
頂
き
ま
し
た
日
の
夕
方
で
し
た
。

　

掃
除
し
て
い
ま
す
と
、
丸
こ
め
た
紙
く
ず
が
出
て
参
り
ま
し
て

　

何
か
と
思
へ
ば
何
と
、
猪
瀨
様
の
御
手
紙
で
御
座
い
ま
し
た
。

　

御
両
親
様
と
姉
上
様
と
に
宛
て
ら
れ
た
の
で
す
が　

封
筒
に

　

入
っ
て
お
り
ま
せ
ず
丸
こ
め
て
あ
り
ま
し
た
の
で
書
つ
ぶ
し
か
と

　

も
思
は
れ
ま
す
が
終
り
ま
で
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
焼
く
に

　

惜
し
い
の
で　

母
が
一
緒
に
送
っ
て
上
げ
た
方
が
涙
の
種
と
も

　

思
い
ま
す
が
、
家
の
者
で
焼
く
の
は
忍
び
な
い
と
云
ひ
ま
し
て

　

今
日
同
封
致
し
て
お
き
ま
す
。

　

又
皆
様
を
お
泣
か
せ
申
し
て
は
す
み
ま
せ
ん
け
れ
ど　

私
も

　

泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
祖
国
の
必
勝
を
固
く
固
く

　

信
じ
て
と
あ
り
ま
す
の
を
見
ま
す
と
、
何
と
も
・
・
・

　

で
は
皆
様
御
元
気
で
新
し
い
道
を
お
進
み
下
さ
い　

ま
せ
。（
後
略
）」

　
「
祖
国
の
必
勝
を
固
く
固
く
信
じ
て
」
と
の
文
面
は
手
紙
９
で
も
「
祖
国
日

本
の
必
勝
を
堅
く
堅
く
信
じ
て
」
と
あ
り
、「
丸
こ
め
た
紙
く
ず
が
出
て
参
り

ま
し
て
何
か
と
思
へ
ば
何
と
、
猪
瀨
様
の
御
手
紙
で
御
座
い
ま
し
た
。」
こ
れ

が
同
封
さ
れ
て
遺
族
の
も
と
に
送
ら
れ
た
の
で
、
便
箋
全
面
に
シ
ワ
が
つ
い
て

い
る
手
紙
９
と
考
え
ら
れ
る
。
手
紙
９
は
戦
時
中
に
家
族
の
元
に
届
か
な
か
っ

た
が
、
終
戦
の
二
か
月
後
、
手
紙
13
と
共
に
届
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
合
わ
せ
、
三
通
の
遺
書
の
書
か
れ
た
順
番
を
考
え
る
と
、

編
成
地
か
ら
出
撃
地
に
向
か
う
た
め
奉
天
、
平
壌
、
大
邱
と
南
下
し
四
月
七
日

に
目
達
原
飛
行
場
に
到
着
。
翌
八
日
に
出
撃
（
又
は
出
撃
基
地
に
前
進
）
を
命

じ
ら
れ
た
の
で
所
持
品
を
整
理
し
、
遺
書
（
手
紙
７
）
を
書
き
遺
し
て
宿
営
休

養
を
担
当
す
る
第
六
十
五
飛
行
場
大
隊
に
送
付
の
依
頼
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

出
撃
は
な
く
西
往
寺
で
待
機
す
る
こ
と
に
な
り
そ
の
間
に
改
め
て
遺
書
（
手
紙

９
）
を
書
く
が
出
す
の
を
や
め
て
丸
め
て
捨
て
、
文
面
を
書
き
直
し
た
の
が
遺

書
（
手
紙
８
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

出
す
の
を
や
め
た
遺
書
（
手
紙
９
）
は
戦
後
に
甲 

初
枝
氏
が
掃
除
の
際
に

気
が
付
き
、
遺
族
の
元
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
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手
紙
７
（
１
枚
目
）

御
両
親
様

何
か
ら
書
い
て
よ
い
の
や
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
満
洲
に
元
気
で

暮
し
て
居
る
事
と
思
っ
て
い
る
で
せ
う
が
・
・
・

実
は
佐
賀
の
一
隅
で
愈
々
明
日
不
生
還
の
出
撃
を
ひ
か
へ
て
英

気
を
養
っ
て
居
り
ま
す

月
は
光
に
と
照
り
は
へ
内
地
に
来
て
初
め
て
見
た
桜
が
美
し
く

我
々
の
心
を
慰
め
て
居
り
ま
す

そ
ば
で
は
レ
コ
ー
ド
が
美
し
い
メ
ロ
デ
ー
を
か
な
で
て
ム
シ
ョ
ウ
に
望
郷
の

念
に
胸
一
杯
で
す　

実
は
三
月
八
日
の
奉
戴
日
に
第
二
次
ト

号
隊
員
と
し
て
選
ば
れ
て
四
月
二
日
北
満
を
出
発
し　

奉
天
―

平
壌
―
大
邱
―
当
地
と
飛
ん
で
来
ま
し
た

満
洲
に
来
た
養
成
所
出
身
の
三
十
名
は
全
員
征
き
ま
し
た

で
す
か
ら
自
分
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
笑
っ
て
下
さ
い
ね

併
し
今
一
度
皆
様
に
御
逢
し
て
親
孝
行
の
ま
ね
事
で
も
し
た
な
ら

ど
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
・
・
・　

併
し
そ
れ
も
グ
チ
で
す
ね　

我
々
が
死
な
ヽ
か
っ
た
な
ら
戰
争
は
有
利
に
行
か
な
い
の
で
す　

御
母
さ
ん
泣
か
な
い
で
下
さ
い
ね　

人
の
前
で
は
、
御
願
ひ
し
ま
す　

併
し
弘
之
は
幸
福
で
す　

優
し
い
隊
長
殿
と
一
諸
（
緒
）
に
征
く
の
で
す
か
ら　

家
名
の
み
心
が
か
り
で
す
が
父
上
が
居
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
安
心
し
て
征
き
ま
す　

荷
物
は
後
か
ら
送
り
ま
す
。
タ
バ
コ
は
父
上
す
っ
て
下
さ
い　

寫
眞
は
い
く
で
せ
う
が
餘
り
よ
く
と
れ
て
ま
せ
ん　

も
う
書
く
事
も
有
り
ま
せ
ん　

で
は
最
後
に

　

御
両
親
様
の
御
長
壽
を
御
祈
り
し
ま
す　

常
に
御
そ
ば
に
居
て
御
守
り
し
ま
す　

で
は

　
　
　
　
　
　
　
　

御
先
に
・
・
・
・
・

二
〇
、四
、七
記　

二
一
時

御
両
親
様
へ

　
　
　
（
少
し
酒
を
の
ん
だ
の
で
乱
文
乱
筆
で
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
）

　

先
だ
つ
不
幸
御
許
し
下
さ
い
ね

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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手
紙
７
（
２
枚
目
）

姉
上
様
へ

左
様
奈
良

自
分
の
や
る
べ
き
事
を
貴
女
に
ま
か
せ
て
申
訳
有
り

ま
せ
ん　

併
し
こ
れ
も
に
く
い
米
英
の
爲
・
・
・

姉
上
も
病
身
で
す
か
ら
十
二
分
に
御
身
体
に
気
を
つ
け
て

御
暮
し
下
さ
い
ね　

皆
様
の
寫
眞
を
い
だ
い
て
征
き
ま
す

マ
フ
ラ
ー
、
千
人
針
、
日
章
旗
は
も
っ
て
い
か
せ
て
戴
き
ま
す　

そ
れ
か
ら
姉
上
様　

お
母
さ
ん
が
泣
く
様
な
事
が
有
っ
た
ら

な
ぐ
さ
め
て
下
さ
い
ね　

た
と
へ
死
ん
で
も
皆
様
の
そ
ば
に
常
に
居
り
ま
す　

そ
し
て
和
世
姉
さ
ん
と
一
共
に　

猪
瀨
家
を
守
り
ま
す　

で
は
姉
上
様　

色
々
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
・
・
・

寫
眞
が
来
た
ら
、

　
　
　

千
葉
県
市
川
市
鬼
髙
一
六
一　

日
本
毛
織
株
式
會
社
医
局
内

　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
き
よ
子
宛
一
枚
送
っ
て
や
っ
て
下
さ
い

最
後
の
我
儘
で
す
・
・
・

そ
れ
か
ら
靖
子
さ
ん
に
も
よ
ろ
し
く
慰
問
文
を
戴
い
た
の
で
す
か
ら

近
所
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
遠
に
オ
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ

二
〇
、四
、七
日
記

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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手
紙
８
（
１
枚
目　

表
面
・
裏
面
）

御
両
親
様
へ

弘
之
生
を
う
け
て
二
十
一
年 

皆
様
は
自
分
を
立
派
な
者
に
育
て
よ

う
と
全
力
を
そ
ヽ
い
で
下
さ
い
ま
し
た
が
自
分
は
そ
の
大
恩
に
対
し
て
果
し
て
ど
れ

だ
け
の
事
を
し
た
で
有
り
ま
せ
う
か
・
・
・
・
・

幼
に
し
て
は
病
身
に
て
御
心
配
を
か
け
長
じ
て
は
凡
石
に
す
ぎ
ず
に
教
育
を

終
り
一
つ
と
し
て
皆
様
を
御
喜
ろ
こ
ば
せ
た
事
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た

皆
様
の
御
恩
を
知
る
様
に
な
っ
た
時
は
世
界
を
異
に
せ
る
航
空
兵
の
一

員
と
し
て
活
躍
の
身
で
有
り
ま
し
た　

自
分
に
は
家
名
を
立
派
に
父
上
か
ら
御
受
け

し
御
二
方
を
御
守
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
任
務
が
有
る
の
に
国
家
興
亡
の
秋

来
り
て
私
事
公
の
前
に
涙
を
の
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　

ガ
島

轉
進
以
来 

戰
局
我
方
の
不
利
に
續
き
遂
に
本
土
決
戰
へ
と
迫
っ
て
参
り

我
々
操
縦
桿
を
握
れ
る
者
全
部
が
ト
号
隊
員
と
征
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
の
で
す　

寒
い
寒
い
北
満
で
は
み
る
の
は
黄
色
い
風
物
白
い
平
原

の
み
で
有
り
ま
し
た
が
内
地
の
空
に
来
た
時
桜
咲
き
緑
一
面
に
色
ど
ら
れ
た

祖
国
日
本
を
見
た
時　

ど
う
か
し
て
こ
れ
を
守
ら
な
け
れ
ば　

何
で
敵
に
汚
さ
せ

て
な
る
も
の
か
と
隊
員
一
同
心
に
誓
っ
た
の
で
有
り
ま
す
。
御
両
親
様
！

意
気
地
の
な
か
っ
た
弘
之
が
名
譽
有
る
特
攻
隊
に
選
ば
れ
て
征
っ
た
と
知
っ
て

は
き
っ
と
驚
ろ
か
れ
る
事
と
存
じ
ま
す
。
併
し
自
分
の
体
内
に
も
父
上
と

同
じ
日
本
人
の
血
が
な
が
れ
て
居
り
ま
し
た
。
皆
様　

自
分
は
幸
福
で
す
各

飛
行
場
で
身
に
餘
る
待
遇
を
受
け
内
地
の
空
か
ら
飛
び
立
た
れ
る
事
が

出
来
る
の
で
す
か
ら　

丁
度
桜
の
散
る
時
に
萬
朶
に
香
る
若
桜
と
し
て

家
名
の
み
心
配
で
す
が
そ
れ
も
父
上
が
居
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
大
丈
夫
と
安
心
し
て
征
き
ま
す

母
上
よ
決
し
て
泣
か
な
い
で
下
さ
い　

世
間
に
は
も
っ
と
も
っ
と
可
愛
想
な
人
達
が

居
る
の
で
す
。
自
分
に
は
優
し
い
美
し
い
立
派
な
姉
上
が
居
り
ま
す
・
・
・
弘
之
は
強
い
子
で
す
よ

も
う
書
く
事
も
有
り
ま
せ
ん　

今
は
唯
何
も
考
へ
ず
に
桜
を
見
て
居
り
ま
す　

心
は
水
の
様

に
静
か
で
す　

こ
れ
が
最
後
の
便
り
な
の
で
も
っ
と
書
き
た
い
の
で
す
が
・
・
・
書
く
事

も
有
り
ま
せ
ん
。
も
う
父
上
を
信
じ
て
安
心
し
て
征
け
ま
す　

そ
し
て
皆
様
の

寫
眞
を
し
っ
か
と
胸
に
戴
い
て　

き
っ
と
見
る
空
母
戰
艦
を
轟
沈

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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手
紙
８
（
２
枚
目　

表
面
・
裏
面
）

さ
せ
て
皆
様
や
近
所
の
人
達
を
驚
か
せ
ま
す
よ　

新
聞
（
特
に
朝
日
）
を

見
て
い
て
下
さ
い
ね
。・
・
・　

で
は
福
井
様
を
初
め
山
崎
様　

隣
組
の
皆
様

に
よ
ろ
し
く
、
見
事
に
や
っ
て
御
見
せ
す
る
と
御
傳
へ
下
さ
い

で
は
最
後
に
皆
様
の
御
長
壽
と
御
幸
福
を
遥
か
な
空
か
ら
御
祈

り
し
ま
す　

と
共
に
祖
国
日
本
の
必
勝
を
確
信
し
て
桜
の
中
を
出
発

し
て
征
き
ま
す　

に
っ
こ
り
笑
っ
て　

姉
上
か
ら
戴
い
た
マ
フ
ラ
ー
が
目
に

し
み
る
様
で
す
（
澤
田
屋
の
方
に
マ
フ
ラ
ー
の
御
礼
を
申
し
て
下
さ
い
）
で
は
。・
・
・

　
　

神
風
特
攻
隊
第
一
降
魔
隊
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
瀨　

弘
之

　

御
優
し
き

　
　

御
両
親
様
へ

　

四
月
十
日　

こ
れ
を
記
す
。

姉
上
様　

馬
鹿
な
弟
で
色
々
御
苦
勞
を
か
け
ま
し
た　

今
迄
優
し
い
慰
問
の

数
々
ど
ん
な
に
勇
気
ず
け
ら
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん　

自
分
の
や
る
べ
き
事
を
姉
上
に

す
っ
か
り
お
し
つ
け
て
し
ま
っ
て　

三
月
八
日
に
発
表
榮
姉
上
に
だ
け
御
知
ら
せ
致
そ

う
と
思
い
な
が
ら
も
到
（
等
）
々
今
日
に
到
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た　

姉
上
、
姉
上
は
だ
れ
に
も
取

ら
れ
た
く
な
い
の
で
す
。
何
時
で
も
自
分
の
そ
ば
に
居
て
戴
き
た
く
て
た
ま
な
ぬ
程

自
分
に
は
美
し
い
優
し
い
併
も
恐
い
姉
上
で
し
た　

併
し
病
身
故
ど
う
か
こ
の
際

十
二
分
に
気
合
を
入
れ
て
眞
先
に
な
っ
て
猪
瀨
家
を
守
っ
て
下
さ
い
。
他
に
行
っ
て
も

こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
事
が
有
ら
う
と
も
。
自
分
も
和
世
姉
さ
ん
と
共
に
き
っ
と
・
・
・

自
分
の
無
い
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
に
困
る
事
が
わ
か
り
す
ぎ
る
程
わ
か
っ
て
居
り
ま
す
が

併
こ
の
際
考
へ
た
ら
泣
け
て
く
る
の
で
や
め
ま
す
。
姉
上
強
く
生
き
て
下
さ
い
。

頼
み
ま
す
頼
み
ま
す
頼
み
ま
す
自
分
の
死
が
ど
れ
程
戰
局
に
影
響
有
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
姉
上
我
々
は
一
途
敵
艦
に
め
ざ
し
て
征
き
ま
す
。
姉
上
、
も
う
姉
上
し
か
居
ら

ん
の
で
す
。
姉
上
が
父
上
を
助
け
て
し
っ
か
り
と
勝
利
の
日
迄
暮
ら
し
て
下
さ
い

自
分
も
轟
沈
と
同
時
に
御
そ
ば
に
飛
ん
で
歸
へ
っ
て
一
諸
（
緒
）
に
暮
し
ま
せ
う

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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手
紙
８
（
３
枚
目　

表
面
・
裏
面
）

何
時
迄
書
い
て
も
限
り
は
有
り
ま
せ
ん　

唯
姉
上
に
強
く
生
き
て
戴
い
て

父
上
母
上
を
な
ぐ
さ
め
猪
瀨
家
を
ど
う
か
た
や
さ
ぬ
様
、
他
に
嫁（

ユ
）

か
れ
て

も
御
頼
み
し
ま
す
。　

も
う
夜
も
大
分
更
け
ま
し
た

で
は
遥
か
な
空
か
ら
姉
上
の
御
健
闘
と
幸
福
な
御
結
婚
を

御
祈
り
致
し
て
筆
を
置
き
ま
す　

で
は
姉
上
自
分
の
身
体
は
ほ
ろ
び

て
も
魂
は
姉
上
の
体
内
に
居
て
一
諸
（
緒
）
に
必
ず
必
ず
孝
養
を
盡
く
し

ま
す　

で
は
姉
上　

左
様
奈
良

　

御
優
し
き

　
　

姉
上
様
へ

　
　

人
生
有
限
名
無
限
！

男
な
ら
男
な
ら

　

死
ぬ
が
男
の
本
分
じ
ゃ
な
い
か

　

だ
い
た
爆
彈
体
当
り

　
　

男
な
ら
や
っ
て
み
な
！

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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手
紙
９
（
１
枚
目
・
２
枚
目
）

御
両
親
様

弘
之
生
を
う
け
て
二
十
一
年
。
皆
様
は
自
分
を
立
派
な
者
に
育
て
よ

う
と
全
力
を
そ
ヽ
い
で
下
さ
い
ま
し
た
が
、
自
分
は
そ
の
大
恩
に
対
し
て
果
た
し
て
ど
れ

だ
け
の
事
を
し
た
で
有
り
ま
せ
う
か

幼
に
し
て
は
病
身
に
て
御
心
配
を
お
か
け
し
長
じ
で
は
凡
人
の
人
間
と
し
て

教
育
を
終
り　

一
つ
と
し
て
皆
様
を
御
喜
ろ
こ
ば
せ
た
事
は
有
り
ま
せ
ん

皆
様
の
御
恩
を
知
る
様
に
な
っ
た
時
は
世
界
を
異
に
せ
る
航
空
兵
の
一
員
と
し
て

活
躍
の
身
で
有
り
ま
し
た
。
自
分
に
は
家
名
を
立
派
に
父
上
か
ら
御
受
け
し

御
二
方
を
立
派
に
御
守
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
任
務
が
有
る
の
に
、
国
家

興
亡
の
秋
来
り
て
、
私
事
公
の
前
に
涙
を
の
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

ガ
島
轉
進
以
来
戰
局
我
方
に
不
利
と
な
り
遂
に
本
土
決
戦
へ
と
迫
っ
て
参

り
我
々
操
縦
桿
を
握
れ
る
者
全
部
が
体
当
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
た　

寒
い
寒
い
北
満
で
は
み
る
の
は
黄
色
い
風
物　

白
い
平
原
の
み
で
有
り

ま
し
た
が
、
内
地
の
空
に
来
た
時
、
桜
咲
き
緑
一
面
に
色
ど
ら
れ
た
祖
国
日
本
を
見
た

時
ど
う
に
か
し
て
こ
れ
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
何
で
敵
に
汚
さ
せ
て
な
る
も
の
か
と
隊
員
一
同

心
に
誓
っ
た
の
で
有
り
ま
す
。

御
両
親
様

意
気
地
の
な
か
っ
た
弘
之
が
特
攻
隊
へ
志
願
し
て
選
ば
れ
た
と
知
っ
て
は
き
っ
と
驚
ろ

か
れ
る
事
と
存
じ
ま
す　

併
し
自
分
の
体
内
に
も
父
上
と
同
じ
日
本
人
の
血
が
な
が
れ
て

居
り
ま
し
た

併
し
皆
様　

自
分
は
幸
福
で
す
。
各
地
で
身
に
餘
る
待
遇
を
受
け
、
内
地
の
空
か
ら

飛
び
立
た
れ
る
事
が
出
来
る
の
で
す
か
ら
・
・
・

丁
度
桜
の
散
る
様
に　

萬
朶
の
桜
と
散
っ
て
参
り
ま
す
・
・
・

家
名
の
み
心
配
で
す
が　

そ
れ
も
父
上
が
居
ら
れ
ヽ
ば
大
丈
夫
と
信
じ
て
征
き
ま
す

母
上
よ
、
決
し
て
人
の
前
で
は
涙
を
お
見
せ
下
さ
る
な　

弘
之
は
強
い
子
で
す
よ

母
上
も
自
分
の
母
で
す
か
ら
。

も
う
書
く
事
も
有
り
ま
せ
ん
。
借
金
も　

ウ
ラ
ミ
も　

何
も
有
り
ま
せ
ん
。

今
は
唯
何
も
考
へ
ず
に
桜
を
見
て
居
り
ま
す
。
心
は
水
の
様
に
静
か
で
す
。

こ
れ
が
最
後
の
御
便
り
な
の
で
も
っ
と
書
き
た
い
の
で
す
が
、
も
う
書
く
事
も
な
い
の
で

す　

も
う
父
上
を
す
っ
か
り
信
じ
て
安
心
し
て
征
け
ま
す　

皆
様
の
寫
眞
を

戴
い
て
・
・
・

き
っ
と
戰
艦
空
母
を
轟
沈
し
て
近
所
の
人
達
を
驚
か
せ
ま
す
よ

新
聞
を
見
て
い
て
下
さ
い
ね

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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写
真
37　

手
紙
９
（
３
枚
目
・
４
枚
目
）

で
は
最
後
に
皆
様
の
ご
長
壽
と
御
健
康
を
御
祈
り
致
し

そ
し
て
祖
国
日
本
の
必
勝
を
堅
く
堅
く
信
じ
て

南
海
の
空
に
散
っ
て
征
き
ま
す　

に
っ
こ
り
笑
っ
て
・
・
・

神
風
特
別
攻
撃
隊

　
　
　
　

第
一
降
魔
隊　

陸
軍
々
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
瀨
弘
之

御
懐
し
き

　
　

御
両
親
様
へ

（
乱
文
で
失
礼
で
し
た
。
こ
れ
を
清
書
し
て
長
く
取
っ
て
置
い
て
下
さ
い
）

福
井　

フ
ヂ
ヲ
君
の
小
母
様
へ
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
。
元
気
で
皆
様
の
御
健
康
を

祈
っ
て
い
っ
た
と
御
伝
へ
下
さ
い　

で
は
近
所
の
方
に
よ
ろ
し
く
。

（
朝
日
新
聞
を
特
に
見
て
い
て
下
さ
い
）

姉
上
様

ハ
イ
チ
ャ
イ
！
い
や
永
遠
に
眠
る
の
だ
か
ら
グ
ン
ナ
イ
！
で
す
ね

所
で
自
分
の
や
る
べ
き
事
を
姉
上
に
頼
ん
で
申
譯
有
り
ま
せ
ん

三
月
八
日
に
発
表
な
っ
て
か
ら
今
日
迄　

姉
上
だ
け
に
打
ち
開
け
様
と
思
っ
た

の
で
す
が
到
々
今
日
に
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
併
し
姉
上
、
自
分
に
は
此
の
上
な
い

美
し
い
優
し
い
姉
上
で
し
た　

戰
友
に
も
常
に
自
慢
で
し
た　

併
し
病
身
故
そ
れ

の
み
が
気
が
か
り
で
す
が　

こ
の
際
十
二
分
に
気
合
を
入
れ
て
眞
先
に
立
っ
て

猪
瀨
家
を
守
っ
て
下
さ
い
ね　

こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
事
が
有
ろ
う
と
も
・
・
・

併
し
自
分
は
常
に
和
世
姉
さ
ん
と
一
諸
（
緒
）
に
必
ず
必
ず
守
り
ま
す　

何
だ
か
小
説
の
様
で
面
白
い
様
で
す
が
併
し
此
の
便
り
を
見
て
い
る
時
は
そ
れ
ど
こ
ろ

で
は
な
い
で
せ
う
ね
。
自
分
も
今
も
死
ぬ
様
に
思
へ
ま
せ
ん　

ド
カ
ン
と
ぶ
つ
か
っ
て
「
ア
イ
テ
」
首
が
無
い
や　

い
け
ね　

死
ん
だ
よ
・
・
・
な
ん
て

そ
の
時
に
な
っ
て
初
め
て
死
ん
だ
と
云
ふ
事
が
わ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん　

呑
気
だ
な
実
際
！
・
・
・
・
・　

ア
・
・
・
人
生
わ
ず
か
二
十
一
年
か
・
・
・

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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写
真
38　

手
紙
９
（
５
枚
目
）

扱
て

　

姉
上
様

馬
鹿
な
弟
で
困
ら
せ
御
苦
勞
を
か
け
ま
し
た

色
々
御
慰
問
の
便
り
全
部
取
っ
て
有
り
ま
す

皆
様
（
父
母
姉
）
の
便
り
一
通
づ
つ
持
っ
て
征
き
ま
す

で
は
弘
之
は
只
今
か
ら
出
発
し
ま
す

姉
上
の
良
き
御
結
婚
を
遥
か
な
空
で
御
祈
り
し
ま
す

そ
し
て
常
に
そ
ば
で
暮
し
ま
す　

待
っ
て
ヽ
下
さ
い
ね

　
　

で
は
姉
上　
　

左
様
奈
良

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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（
八
）
遺
書
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
封
筒

　

猪
瀨
少
尉
が
西
往
寺
を
差
出
住
所
と
し
た
封
筒
が
二
点
あ
る
。
内
容
物
を
確

認
す
る
と
戦
後
に
便
箋
と
封
筒
が
別
々
と
な
り
、
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
含
め
て
再
考
し
、
本
来
遺
書
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
封
筒

を
検
証
す
る
。

【
封
筒
①
】　

法
量
：
25
㎝
×
9
㎝

寄
贈
時
の
内
容
物
： 

封
筒
と
便
箋
が
別
に
さ
れ
、
複
数
の
手
紙
と
一
緒
に
ま
と

め
て
綴
ら
れ
て
い
た
。
内
容
物
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

特
徴
： 

表
面
に
宛
先
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
切
手
、
消
印
の
痕
跡
は
な
い

の
で
郵
便
物
と
し
て
出
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
所
持
品
と
一
緒
に
送
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

 

裏
面
に
は
第
百
二
振
武
隊
の
別
名
「
第
一
降
魔
隊
員
」
と
差
出
住
所
、

氏
名
が
記
さ
れ
、
封
筒
の
綴
じ
目
に
封
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
検
閲
欄

は
な
く
捺
印
も
さ
れ
て
い
な
い
。

【
封
筒
②
】　

法
量
：
15
㎝
（
マ
チ
部
１
㎝
を
含
ま
ず
）
×
9
㎝

寄
贈
時
の
内
容
物
： 

猪
瀨 

源
助
宛
に
仏
印
派
遣
軍
の
知
人
か
ら
届
い
た
軍
用

葉
書
一
通
、
写
真
三
点
が
入
っ
て
い
た
。
寸
法
的
に
は
収

ま
り
が
い
い
が
、
軍
用
葉
書
は
明
ら
か
に
後
か
ら
入
れ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

特
徴
： 

軍
事
郵
便
と
ス
タ
ン
プ
さ
れ
た
封
筒
に
十
銭
切
手
を
貼
っ
て
郵
送
さ
れ

て
い
る
。
郵
便
局
の
消
印
が
あ
り
、
受
付
局
は
「
佐
賀
□
□
□
」、
引

き
受
け
日
は
「
２0
．
４
．
１１
」
と
な
っ
て
い
る
。
宛
名
の
左
下
に
「
御

親
展
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
検
閲
者
の
欄
は
あ
る
が
空
欄
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　

 

裏
面
に
差
出
日
「
四
月
十
日
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
差
出
人
欄
に
軍

の
所
属
は
書
い
て
お
ら
ず
、
名
前
だ
け
に
し
て
あ
る
。

写真39　封筒①
表面：「東京都滝ノ川区」「猪瀨　光哉様」
裏面：「第一降魔隊員」「佐賀縣神崎郡
　　　 東脊振村横田西往寺内　猪瀨　弘之」

写真40　封筒②
表面：「東京都滝ノ川区」「猪瀨　光哉様　御親展」
裏面：「四月十日」
　　　「佐賀縣神崎郡東脊振村横田　西往寺内
　　　 猪瀨　弘之」

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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封
筒
と
便
箋
と
の
組
み
合
わ
せ
を
折
り
目
を
も
と
に
検
証
す
る
。

　

手
紙
７
の
便
箋
は
縦
方
向
に
一
本
、
横
方
向
に
三
本
の
折
り
目
が
確
認
で
き

る
。
手
紙
８
も
縦
方
向
に
一
本
、
横
方
向
に
三
本
の
折
り
目
が
確
認
で
き
る
。

　

折
っ
て
封
筒
に
入
る
と
考
え
る
と
、
手
紙
７
の
便
箋
は

6.15
㎝
×

17.7
㎝
と
な
り

封
筒
①
に
は
入
る
が
、
封
筒
②
に
は
入
ら
な
い
。
手
紙
８
の
便
箋
は
6.3
㎝
×
9

㎝
と
な
り
両
方
の
封
筒
に
入
る
が
封
筒
と
便
箋
と
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
と

調
和
が
と
れ
て
い
る
の
は
封
筒
②
の
方
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
手
紙
７
は
封
筒
①
に
入
れ
ら
れ
、
手
紙
８

は
封
筒
②
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
手
紙
７
は
封
筒
①
に
入
れ
ら
れ
、
軍
に
よ
っ
て
取
り
纏
め

ら
れ
た
「
遺
品 

陸
軍
特
別
攻
撃
隊 

猪
瀨 

弘
之
」
の
一
覧
表
の
所
持
品
と
共
に

発
送
さ
れ
て
昭
和
二
十
年
六
月
に
遺
族
の
元
に
届
き
、
手
紙
８
は
封
筒
②
に
入

れ
ら
れ
、
猪
瀨
少
尉
も
し
く
は
接
点
が
あ
っ
た
方
が
郵
便
に
出
し
、
昭
和
二
十

年
四
月
十
一
日
に
佐
賀
の
郵
便
局
で
引
き
受
け
ら
れ
、
普
通
郵
便
と
し
て
数
日

後
に
遺
族
の
も
と
に
届
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
九
）．
出
撃
直
前
に
書
か
れ
た
葉
書

　

第
百
二
振
武
隊
に
対
し
、
鹿
児
島
県
の
万
世
飛
行
場
に
前
進
す
る
よ
う
指
示

が
出
さ
れ
、
四
月
十
一
日
の
午
後
四
時
頃
、
目
達
原
飛
行
場
を
後
に
し
た
。

　

そ
の
前
後
、
四
月
十
一
日
、
十
二
日
の
消
印
が
押
さ
れ
た
葉
書
が
五
通
あ
る
。

葉
書
の
写
真
と
文
面
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
示
す
。

　

葉
書
42
・
葉
書
43
は
消
印
が
薄
く
引
き
受
け
年
が
読
み
取
れ
な
い
が
、
昭
和

二
十
年
四
月
一
日
に
料
金
改
定
が
行
わ
れ
第
二
種
（
通
常
葉
書
）
が
五
銭
に
値

上
が
り
し
、
そ
れ
に
相
当
す
る
切
手
が
貼
っ
て
あ
る
の
で
□
は
昭
和
二
十
年
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

葉
書
42
と
葉
書
44
、
葉
書
43
と
葉
書
45
は
同
一
人
物
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も

の
を
目
達
原
及
び
加
世
田
か
ら
送
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
重
複
さ
せ
た

の
か
、
定
か
で
は
な
い
。

　

葉
書
46
の
み
差
出
人
住
所
が
加
世
田
町 

飛
龍
荘
内
と
な
っ
て
い
る
。
飛
龍

荘
と
は
、
前
進
し
た
万
世
飛
行
場
か
ら
三
㎞
ほ
ど
離
れ
た
加
世
田
町
内
の
旅
館

で
、
特
攻
隊
員
の
宿
舎
と
な
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
最
後
の
宿
泊
地
で
書
か
れ

た
葉
書
で
あ
る
。

　

宛
名
と
差
出
人
住
所
の
間
に
「
四
月
□
十
四
日 

入
手
ス
」
と
遺
族
が
受
け

取
っ
た
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
四
月
十
二
日
に
発
信
（
引
き
受
け
日
）
さ
れ

て
い
る
の
で
十
四
日
に
受
け
取
っ
た
の
で
あ
れ
ば
二
日
で
、
二
十
四
日
で
あ
れ

ば
十
二
日
で
配
達
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

葉
書
47
は
表
面
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
裏
面
に
「
昭
和
二
十
年
四
月
十
二

日　

午
後
十
四
時

－

十
五
時
命
中
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

写真41　手紙７
※折り目を破線で表示

写真42　手紙８
※折り目を破線で表示

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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皆
様
色
々
御
世
話
に
な
り
ま
し
た

只
今
よ
り
祖
国
日
本
の
必
勝
を
祈
り
つ
ゝ

萬
朶
の
桜
と
散
っ
て
征
き
ま
す

生
前
の
御
恩
厚
く
謝
す
と
共
に
今
後
も

家
の
事
よ
ろ
し
く
御
願
ひ
致
し
ま
す

最
後
に
皆
様
の
御
健
康
を
祈
り
ま
す

で
は
桜
咲
く
日
本
は
必
ず
我
々
の
手
で

人
生
限
有
名
無
限
！

御
姉
様
色
々
慰
問
の
便
り
戴
き
本
当
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す

昨
年
の
夏
文
司
君
と
共
に
出
発
し
長
い
様
で
短
か
っ
た
月
日

の
間
に
戦
局
益
々
重
大
を
加
へ
自
分
も
特
殊
な
任
務
を
帯

び
て
の
猛
訓
練
も
終
り
愈
々
征
く
事
と
な
り
ま
し
た

美
し
い
桜
咲
く
日
本
は
必
ず
我
々
の
手
で　

笑
っ
て
征
き
ま
す

今
迄
の
親
身
も
及
ば
ぬ
御
慰
問
ど
ん
な
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た

事
で
せ
う
か　

今
後
と
も
何
卒
家
の
事
力
に
な
っ
て
や
っ

て
下
さ
い　

姉
一
人
の
事
故
、
今
一
度
御
逢
致
し
て

御
礼
申
し
た
い
の
で
す
が
そ
れ
も
出
来
ず
。
併
し
桜
咲
内
地

か
ら
飛
び
た
て
る
の
を
無
上
の
幸
福
と
し
て
征
き
ま
す　

文
司
君

に
よ
ろ
し
く
御
傳
へ
下
さ
い　

で
は
米
様　

・
・
サ
ヨ
ー
ナ
ラ　

御
元
気
で

写真44　葉書43

差　出　人：猪瀨　弘之
差出人住所：佐賀県神崎郡東脊振村横田　西往寺内
受　取　人：中山　次郎
受取人住所：東京都滝野川区
消印（受付局：佐賀目

？

□□　引き受け日：□
20

.4.11）
葉書の種類：軍用葉書（切手を貼って発信）
検　閲　印：検閲欄はあるが捺印はされていない

写真43　葉書42

差　出　人：猪瀨　弘之
差出人住所：佐賀県神崎郡東脊振村横田　西往寺内
受　取　人：辺見　よね
受取人住所：東京都淀橋区　大木兼吉様方
消印（受付局：佐賀目

？

□□　引き受け日：□
20

.4.11）
葉書の種類：軍用葉書（切手を貼って発信）
検　閲　印：検閲欄はあるが捺印はされていない

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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皆
様
色
々
御
世
話
に
な
り
ま
し
た

只
今
よ
り
萬
朶
の
桜
と
散
っ
て
征
き
ま
す

美
し
い
桜
咲
く
日
本　

祖
国
の
必
勝
を

祈
り
つ
　ゝ

今
後
も
家
を
よ
ろ
し
く

御
願
ひ
し
ま
す　

最
後
に
皆
様
の
御
健
康

を
祈
り
ま
す　

で
は
皆
様
サ
ヨ
ー
ナ
ラ

人
生
有
限
名
無
限
！

御
姉
様
在
満
当
時
は
色
々
慰
問
の
御
便
り
を
戴
き
本
当
に
有
難
う
御

座
い
ま
し
た 

昨
年
の
夏
文
司
君
と
共
に
出
発
し
長
い
様
で
短
い

月
日
も
姉
様
に
負
け
な
い
で
無
事
暮
し
て
居
り
ま
し
た

自
分
も
立
派
な
腕
に
な
り
ま
し
た
が
戰
局
は
益
々
重
大
に
な
り
、
自
分

も
特
殊
な
任
務
を
帯
び
て
の
猛
訓
練
も
終
り
愈
々
征
く
事
と

な
り
ま
し
た 

文
司
君
も
元
気
で
暮
し
て
居
り
ま
す

美
し
い
桜
咲
く
日
本
は
必
ず
我
々
の
手
で　

笑
っ
て
征
き
ま
す
よ

今
迄
の
親
身
も
及
ば
ぬ
御
慰
問
厚
く
厚
く
御
礼
申
し
ま
す

今
後
と
も
十
二
分
に
御
身
体
に
注
意
さ
れ
、
銃
後
よ
ろ
し
く

頼
み
ま
す 

家
に
も
時
々
遊
び
に
行
っ
て
下
さ
い　

で
は
米
様

左
様
奈
良　

人
生
有
限
名
無
限
！

写真46　葉書45

差　出　人：猪瀨　弘之
差出人住所：佐賀県神崎郡東脊振村横田　西往寺内
受　取　人：中山　次郎
受取人住所：東京都滝野川区
消印（受付局：加世田　引き受け日：20.4.12）
葉書の種類：郵便葉書
検　閲　印：検閲欄はなく捺印もされていない

写真45　葉書44

差　出　人：猪瀨　弘之
差出人住所：佐賀県神崎郡東脊振村横田　西往寺内
受　取　人：辺見　米
受取人住所：東京都淀橋区　大木兼吉様方
消印（受付局：加世田　引き受け日：20.4.12）
葉書の種類：軍用葉書（切手を貼って発信）
検　閲　印：検閲欄はあるが捺印はされていない

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日

午
後
十
四
時 

― 

十
五
時
命
中
ス

サ
ラ
バ
父
よ
母
よ
姉
上
よ

す
ぐ
御
そ
ば
に
ま
い
り
ま
す

元
気
で
笑
っ
て
征
き
ま
す

ど
う
か
御
安
心
下
さ
い　

く
れ
ぐ
れ
も
皆
様

御
身
御
大
切
に

最
後
に
皇
国
の
必
勝
を
祈
り
つ
ゝ

萬
才
を
叫
ん
で
参
り
ま
す

　
　
　

で
は
御
元
気
で

写真48　葉書47

差　出　人：記載なし
差出人住所：記載なし
受　取　人：記載なし
受取人住所：記載なし
消印（受付局：記載なし　引き受け日：記載なし）
葉書の種類：郵便葉書
検　閲　印：検閲欄はなく捺印もされていない

写真47　葉書46

差　出　人：猪瀨　弘之
差出人住所：鹿児島県川辺郡加世田町　飛龍荘内
受　取　人：猪瀨　光哉
受取人住所：東京都滝野川区
消印（受付局：加世田　引き受け日：20.4.12）
葉書の種類：郵便葉書
検　閲　印：検閲欄はなく捺印もされていない

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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第
六
航
空
軍
の
資
料
「
振
武
隊
編
成
表
」
に
よ
る
と
猪
瀨
少
尉
は
四
月
十
二

日
十
一
時
四
十
分
出
撃
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
搭
乗
し
た
九
九
式
襲
撃
機
で

六
百
五
十
km
先
の
沖
縄
ま
で
飛
行
す
る
と
二
時
間
半
ほ
ど
の
飛
行
時
間
が
必
要

と
な
る
の
で
、
沖
縄
に
た
ど
り
着
き
、
敵
艦
に
突
入
す
る
時
刻
を
正
確
に
記
し

て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
出
撃
時
刻
が
告
げ
ら
れ
た
後
に
書
い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　

表
面
が
空
白
で
差
出
、
宛
先
共
に
記
載
が
な
い
の
で
万
世
ま
で
持
っ
て
い
っ

た
所
持
品
と
共
に
遺
族
の
元
に
届
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
遺
品
送
付
の

用
紙
等
は
確
認
で
き
ず
、ど
の
よ
う
に
し
て
届
け
ら
れ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

七
．
課
題

　

本
稿
で
猪
瀨
少
尉
の
軍
事
郵
便
を
紹
介
し
た
が
、
多
く
の
課
題
も
見
え
て
き

た
。

　

葉
書
や
手
紙
に
は
そ
の
時
の
状
況
、
心
情
が
限
ら
れ
た
紙
面
に
込
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
内
容
を
よ
り
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
も
修
養
日
記
や
操
縦
日
記

も
合
わ
せ
て
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
行
動
を
共
に
し
た
隊
員
の
葉
書
・
手
紙
と
の
比
較
、
目
達
原
で
宿

泊
し
た
西
往
寺
や
出
撃
地
に
あ
る
万
世
特
攻
平
和
祈
念
館
な
ど
、
他
所
に
残
る

資
料
の
把
握
と
そ
れ
ら
を
含
め
た
分
析
も
必
要
で
あ
る
。

　

軍
務
に
就
き
、
宿
営
地
か
ら
軍
事
郵
便
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
当
然
、
検
閲
を

受
け
る
だ
ろ
う
が
、
今
回
調
査
し
た
中
で
は
休
暇
や
移
動
で
外
出
し
た
際
に
普

通
郵
便
で
出
さ
れ
た
も
の
も
確
認
出
来
た
。
こ
れ
は
特
異
な
行
為
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
他
の
将
兵
た
ち
も
行
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
普
遍
性
を
調
べ
る

研
究
も
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
人
の
郵
便
物
も
軍
事
郵
便
・
普
通
郵
便
の
使
用
、
そ
れ
に
よ
る
検
閲
の
有

無
、
遺
品
の
送
付
者
・
送
付
方
法
等
、
多
く
の
事
例
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

軍
事
郵
便
を
調
べ
る
際
は
、そ
の
法
規
や
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、消
印
・

差
出
人
欄
・
葉
書
の
種
類
、
検
閲
欄
や
検
閲
印
の
情
報
を
観
察
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
書
い
た
人
物
の
軍
歴
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
必
要
も
あ
る
。

　

生
い
立
ち
、
家
庭
環
境
も
分
か
れ
ば
こ
れ
ら
を
基
礎
情
報
と
し
て
、
そ
の
時

の
立
場
・
階
級
、
任
務
を
合
わ
せ
て
み
て
い
く
こ
と
で
内
容
の
理
解
が
深
ま
る
。

書
か
れ
た
文
面
の
分
析
と
共
に
、
書
い
た
人
物
の
調
査
と
、
双
方
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
で
あ
る
。

　

軍
事
郵
便
は
検
閲
が
あ
る
も
の
の
、
文
面
に
「
便
り
を
澤
山
下
さ
い
」「
皆

様
の
御
便
り
だ
け
が
楽
し
み
で
す
。
ど
う
か
家
中
で
下
さ
い
。」
と
何
度
も
出

て
く
る
よ
う
に
双
方
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

戦
火
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
初
頭
で
も
満
州

の
奥
地
か
ら
郵
便
物
が
届
い
て
お
り
、
郵
便
制
度
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
伺

え
る
。

　

猪
瀨
少
尉
の
遺
書
が
三
通
も
遺
っ
た
こ
と
は
稀
有
な
事
例
だ
が
、
そ
こ
か
ら

は
特
攻
隊
員
の
死
の
受
け
止
め
方
、
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
気
遣
い
な
ど
当
時
の

若
者
の
心
情
の
一
部
が
時
代
を
超
え
て
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

軍
事
郵
便
は
そ
の
時
代
の
空
気
の
中
で
書
か
れ
、
そ
の
時
の
制
度
に
よ
っ
て

届
け
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
懸
命
に
発
せ
ら
れ
た
声
と

も
い
え
る
。
戦
後
七
十
五
年
が
経
過
し
、時
代
の
空
気
と
制
度
は
変
わ
っ
た
が
、

当
時
の
若
者
が
発
し
た
も
の
と
し
て
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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と
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平
和
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専
門
員
）

＜要旨＞

　平成 23 年、第 102 振武隊 猪瀨 弘之少尉の遺品が知覧特攻平和会館に寄贈された。その中には葉
書や手紙などの軍事郵便が数多く含まれていた。
　これらを時系列に並べると、飛行兵の歩みを始める前から特攻出撃直前までのほぼ全期間のものが
残されていた。極めて稀な事例であり、資料群として調査を進めていけば当時の郵便事情、軍事郵便
の役割や検閲の実状、送り手の心理状態などを明らかに出来る資料ではないかと考えた。
　遺品が納められていた木箱には軍が取り纏めて遺品を送付した用紙も同封されていた。そこには隊
員の所持品が列記され、処置した部隊名、日付、発送した郵便局名が記載されており、遺品が遺族に
届けられるまでの経路を読み取る事ができた。
　家族に宛てた遺書が３通（３回）書かれていたが、これらはどのような位置付けでそれぞれ書かれ
たのか、文面の比較、封筒・便箋を調べることにより当時の出された状況を検証した。
　本稿では、特攻隊員の葉書や手紙などを郵便物としての視点で、軍事郵便の実状、出撃直前に書か
れた手紙や葉書はどのように出されたのか、遺品はどのようにして遺族のもとに届いたのか、実例を
示して紹介する。
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<Summary>

Introducing Primary Source Documents: “Military Mail left by Second Lieutenant Hiroyuki 
Inose”

In the year of Heisei 23（2011）, a collection of Second Lieutenant Hiroyuki Inose’s belongings, who 
was from the 100th Shinbutai Regiment, was donated to Chiran Peace Museum. Among these relics 
were many items of military mail such as postcards and letters. 
When these relics are assembled in chronological order, an almost complete period of time is 
documented: from pre-enlistment, to his time as an airman, through to a period just prior to his 
final sortie. This collection presents a particularly rare case and we consider it to be a collection 
that reveals much about the postal affairs of the time, the role of military mail, the censorship 
process, and the correspondents’ states of mind. We believe that with further work much more 
can be gleaned from this material.
Inside the wooden box containing these relics, a military postal form was also enclosed. Written on 
the form was a list of the items in the box: the name of the regiment that handled them, the date, 
and the name of the post office from where they were dispatched. We were thus able to follow the 
process by which his bereaved family received his relics. 
The box also included three wills addressed to his family. We were able to verify when and where 
the wills were written by comparing the contents of each will and carefully examining the text, 
the envelopes and the writing paper.
In this paper we have shown that by examining postcards, letters and other postal relics, we were 
able to follow the process by which they were handled by the military and finally dispatched to his 
family, including those written just prior to the kamikaze pilot’s final sortie.


